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本
稿
で
は
中
国
近
代
思
想
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
私
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
初
歩
的
な
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
際
、

研
究
史
に
も
言
及
す
る
が
、
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
た
い
。
網
羅
的
な
研
究
史
の
紹
介
は
別
の
機

会
に
譲
る
。

一
、
清
末
思
想
研
究

　

思
想
研
究
で
言
え
ば
、
あ
る
一
人
の
思
想
家
を
取
り
上
げ
て
伝
記
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
思
想
家
個
人
を
研
究

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
は
、
日
本
で
も
依
然
と
し
て
主
流
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
学
界
で
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
強

か
っ
）
1
（

た
。
私
が
見
る
所
、
よ
り
積
極
的
な
理
由
と
し
て
は
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
の
厳
復
研
究
（Benjam

in Schw
artz, 

In Search of W
ealth and Pow

er: Yen Fu and the W
est, Cam

bridge, M
ass.: Belknap Press of H

arvard U
niversity 

Press, 
1964

）
や
ジ
ョ
セ
フ
・
レ
ベ
ン
ソ
ン
の
梁
啓
超
研
究
（Joseph R. Levenson, Liang Ch'i-ch'ao and the M

ind of 
M
odern China, Cam

bridge, M
ass.: H

arvard U
niversity Press, 1953

）
の
よ
う
な
「
成
功
例
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
逆
に
消
極
的
な
理
由
と
し
て
は
、
思
想
家
個
人
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
場
合
、
調
べ
る
対
象
が
明
白
で
あ
り
、
限
定
的
で
あ
り
、
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研
究
者
が
短
期
間
の
う
ち
に
一
定
の
成
果
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
昨
今
の
学
界
事
情
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
、「
穴

の
な
い
」
研
究
成
果
を
出
す
た
め
に
最
善
の
方
法
で
も
あ
っ
た
。
中
国
近
代
思
想
を
扱
っ
た
研
究
で
は
、
梁
啓
超
と
い
う
思
想
家
は
主
人

公
、
副
主
人
公
と
し
て
た
び
た
び
登
場
す
る
。
私
も
か
つ
て
公
表
し
た
論
文
の
中
で
梁
啓
超
に
言
及
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
実
は
伝

記
的
研
究
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
）
2
（

く
、
意
図
的
に
伝
記
的
な
研
究
手
法 

を
採
ら
な
か
っ
た
。
逆
に
、
伝
記
的
な
研
究
で
は
捉
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
要
素
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る
（
後
述
す
る
）。

　

中
国
の
近
代
は
、
清
末
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
清
末
と
は
、
清
朝
の
末
期
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
、
何
年
か
ら
何
年
ま
で
と
い

う
学
問
的
な
定
義
は
な
い
。
研
究
者
に
よ
っ
て
清
末
と
い
う
言
葉
が
指
す
時
期
は
若
干
の
違
い
が
あ
ろ
う
が
、
お
お
む
ね
ア
ヘ
ン
戦
争
以

降
の
十
九
世
紀
後
半
か
ら
清
朝
の
滅
亡
し
た
一
九
一
一
年
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
よ
り
狭
く
と
っ
て
、
戊
戌
変
法
を
前

後
す
る
一
八
九
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
一
九
一
一
年
の
十
数
年
を
想
起
す
る
研
究
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
帝
政
中
国

（Im
perial China

）
が
徐
々
に
瓦
解
へ
と
向
か
っ
て
行
く
時
期
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
学
界
の
公
式
見
解
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
近
代
は

ア
ヘ
ン
戦
争
に
始
ま
る
。
中
国
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
敗
北
に
伴
い
、
不
平
等
条
約
が
強
制
さ
れ
、
西
洋
諸
国
に
半
植
民
地
化
さ
れ
た
。
植
民

地
主
義
に
対
す
る
民
族
主
義
的
な
反
抗
闘
争
が
勝
利
し
、
民
族
の
独
立
を
回
復
し
た
時
点
（
後
の
歴
史
の
展
開
か
ら
見
れ
ば
、
毛
沢
東
革

命
が
こ
れ
に
当
た
る
）
で
次
の
歴
史
的
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
）
3
（
る
。
そ
の
意
味
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
近
代
史

は
西
洋
列
強
に
よ
る
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
に
対
す
る
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
反
帝
国
主
義
」
闘
争
が
歴
史
の
課
題
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
中
国
が
国
際
的
秩
序
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
た
の
は
何
も
近
代
に
は
じ
ま
る
こ
と
で
は
な
い
。
十
六
世
紀
以
降
の
大
航
海

時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
西
洋
と
東
洋
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
世
界
を
「
一
体
化
」
さ
せ
た
と
い
え
る
。
こ
の
大
航

海
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
、
痕
跡
は
今
日
の
日
本
、
中
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
代
以
降
、
別
の
言
葉
で
言
え
ば
「
帝
国
主
義
」
時
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
中
国
の
歴
史
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
意
味
を

も
っ
た
の
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
化
の
面
で
圧
倒
的
な
力
を
も
っ
た
西
洋
が
中
国
の
前
に
登
場
し
た
こ
と
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で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
西
洋
の
衝
撃
」（W

estern im
pact

）
で
あ
る
。
こ
の
「
西
洋
の
衝
撃
」
の
前
に
、
中
華
帝
国
は
そ
の
レ
ゾ
ン
・

デ
ー
ト
ル
（
存
在
意
義
）
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
軍
事
、
科
学
技
術
、
政
治
や
宗
教
、
文
化
と
そ
の
価
値
を
否
定
さ
れ
、
帝
国
の
崩

壊
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
「
西
洋
の
衝
撃
」
論
は
今
日
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ポ
ー
ル
・
コ
ー
エ
ン
は

「
西
洋
の
衝
撃
│
中
国
の
反
応
」
の
図
式
で
描
く
中
国
近
代
史
が
き
わ
め
て
偏
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
の
実
相
を
伝
え
て
い
な
い
と
指

摘
し
）
4
（

た
。
そ
れ
以
降
、
ま
す
ま
す
中
国
近
代
の
「
内
在
的
」
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
私
の
見
る

と
こ
ろ
、
近
年
で
は
「
西
洋
の
衝
撃
」
は
お
ろ
か
、「
西
洋
の
影
響
」
を
探
る
作
業
も
い
さ
さ
か
「
時
代
遅
れ
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
ふ
し
が
あ
る
。
つ
ま
り
も
っ
と
も
典
型
的
な
「
外
在
的
」
な
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
欧
米
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
（
宣
教
師
）
研
究
の
退
潮
も
そ
の
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
）
5
（
る
。
欧
米
人
、
と
り
わ
け
欧
米
の
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
英

文
史
料
を
ひ
た
す
ら
め
く
っ
て
中
国
近
代
史
を
研
究
す
る
の
は
い
さ
さ
か
「
か
っ
こ
悪
い
」
こ
と
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

小
野
川
秀
美
の
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
は
、
清
末
思
想
研
究
の
古
典
的
名
著
で
あ
り
続
け
て
い
る
。「
西
洋
の
衝
撃
」
に
さ
ら
さ
れ

た
と
さ
れ
る
時
期
に
、
近
代
中
国
が
い
か
な
る
「
内
在
的
」
な
展
開
を
示
し
た
の
か
の
解
明
を
「
政
治
思
想
」
の
分
野
か
ら
つ
と
に
一
九

五
〇
年
代
か
ら
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
野
川
の
研
究
書
は
も
と
も
と
い
ま
か
ら
半
世
紀
以
上
前
の
一
九
六
〇
年
に
東
洋
史
研
究
会

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
一
九
六
九
年
に
み
す
ず
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
平
凡
社
（
東
洋
文
庫
）

か
ら
増
補
再
版
さ
れ
て
い
る
。
近
代
中
国
の
研
究
は
新
発
掘
の
史
料
に
よ
っ
て
日
々
塗
り
か
え
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
が
発
表
さ

れ
と
同
時
に
「
古
く
」
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
異
例
の
生
命
力
を
有
し
て
い
る
と
評
価

で
き
よ
う
。
同
書
で
、
小
野
川
は
「
洋
務
」「
変
法
」「
革
命
」
の
三
段
階
に
よ
っ
て
清
末
の
政
治
思
想
を
見
る
視
角
を
提
示
し
、
日
本
の

学
界
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
小
野
川
は
そ
の
冒
頭
で
言
う
。「
清
末
の
政
治
思
想
は
、
洋
務
論
・
変
法
論
及
び
革
命
論
の

三
段
階
を
主
軸
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
）
6
（
る
」。
小
野
川
書
が
人
々
に
強
い
印
象
を
残
す
の
は
、
こ
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
あ
ま
り
に
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も
有
名
な
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
小
野
川
書
は
洋
務
論
↓
変
法
論
↓
革
命
論
の
発
展
段
階
史
観
を
固
守
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
誤

解
」
を
研
究
者
の
間
で
生
じ
て
き
た
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
小
野
川
書
を
丹
念
に
読
み
解
い
て
み
れ
ば
、
洋
務
↓
変
法
↓
革
命
は
序
の
中

で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
全
体
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
と
は
い
い
が
た
い
。
上
述
の
通
り
、
同
書
は
半
世
紀
以
上
前
の
も
の
で
あ

り
、
今
日
の
眼
か
ら
は
史
料
的
制
約
も
顕
著
で
あ
る
も
の
の
、
同
書
の
本
領
は
実
証
的
な
積
み
重
ね
に
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
と
私
は
考

え
て
い
）
7
（

る
。

　

小
野
川
秀
美
の
議
論
は
た
ん
な
る
「
西
洋
の
衝
撃
」
論
や
「
革
命
史
」
観
で
は
な
い
近
代
思
想
史
の
見
取
り
図
を
提
示
し
え
て
い
る
こ

と
、
康
有
為
、
章
炳
麟
、
譚
嗣
同
、
劉
師
培
ら
の
「
頂
点
思
想
家
」
を
思
想
史
的
文
脈
の
な
か
に
定
位
し
え
て
い
る
こ
と
、「
洋
務
」
思

想
の
興
起
、
進
化
論
、
無
政
府
主
義
や
戊
戌
変
法
の
展
開
過
程
な
ど
の
精
緻
な
実
証
と
い
う
点
で
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。
と
は
い
え
小
野
川
の
図
式
は
ひ
と
つ
の
「
作
業
仮
説
」
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
近
代
中
国
の
思
想
の
す
べ
て
を
説
明
し
つ
く
す

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
小
野
川
も
そ
の
つ
も
り
は
な
い
。
ま
た
「
洋
務
」「
変
法
」「
革
命
」
な
ど
の
言
葉
は
当
時
の
思
想
家

た
ち
が
時
々
に
応
じ
て
自
ら
の
思
想
を
表
現
す
る
際
に
適
宜
、
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
離
れ

て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
依
然
と
し
て
研
究
を
深
め
る
余
地
は
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
溝
口
雄
三
は
、「
近
代
中
国
像
は
歪
ん
で
い
な
い
か
│
│
洋
務
と
民
権
お
よ
び
中
体
西
用
と
儒
教
」、「
あ
る
反
「
洋

務
」
│
│
劉
錫
鴻
の
場
合
」
を
発
表
し
、
こ
の
小
野
川
書
を
名
指
し
で
批
判
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
溝
口
の
論
文
は
『
方
法
と
し
て

の
中
国
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
に
収
録
さ
れ
、
同
書
は
中
国
研
究
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
学
界
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を

巻
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
野
川
の
後
継
に
あ
た
る
狹
間
直
樹
は
平
凡
社
版
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
溝
口
は
「
本
書
の
価
値

を
徹
底
的
に
否
定
」（
三
五
〇
頁
）
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
断
言
し
た
上
で
、
溝
口
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
狹
間
に

よ
れ
ば
、
溝
口
は
研
究
史
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
小
野
川
学
説
の
批
判
と
し
て
持
ち
出
し
た
洋
務
時
期
の
議
会
論
は
論

理
的
に
成
り
立
た
な
い
と
指
摘
し
た
。
狹
間
に
よ
る
溝
口
批
判
は
、「
東
京
学
派
」
を
「
代
表
」
す
る
溝
口
を
批
判
す
る
こ
と
に
「
前
の

め
り
」
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
狹
間
自
身
も
言
う
よ
う
に
、
溝
口
の
議
論
に
は
「
西
洋
に
よ
っ
て
切
り
ひ
ら
か
れ
た
世
界
史
の
近
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代
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
大
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
」（
狹
間 

三
五
〇
頁
）
わ
け
で
あ
り
、
溝
口
の
小
野
川
批
判
は
溝
口
に
よ
る

「
方
法
と
し
て
の
中
国
」
研
究
の
再
提
起
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
明
清
思
想
史
を
中
心
と
し
た
巨
大
な
溝
口
中
国
学
の

全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
、
批
判
を
行
う
必
要
が
あ
）
8
（

る
。

二
、
李
鴻
章
評
価

　

ま
た
こ
れ
ら
の
「
洋
務
」「
変
法
」「
革
命
」
な
ど
の
言
葉
は
今
日
の
歴
史
家
た
ち
が
当
時
を
遡
及
し
て
分
析
す
る
際
に
用
い
る
「
分
析

概
念
」
で
も
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
ば
「
洋
務
」
は
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
後
世
の
歴
史
家
た
ち
に

よ
っ
て
「
洋
務
」
は
「
中
体
西
用
」
的
な
、
皮
相
な
西
洋
技
術
の
導
入
に
終
始
し
た
に
す
ぎ
ず
、「
変
法
」
や
「
革
命
」
に
の
り
こ
え
ら

れ
て
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
も
用
い
ら
れ
て
い
）
9
（
る
。
岡
本
隆
司
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
「
洋
務
」
理
解
が
梁
啓
超
の
著
作
『
李
鴻
章
』

の
バ
イ
ア
ス
が
き
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
で
あ
り
、
李
鴻
章
の
行
っ
た
「
洋
務
」
の
実
相
を
把
握
で
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
お
も
に
外
交

思
想
の
面
か
ら
李
鴻
章
自
身
が
残
し
た
文
献
に
即
し
、
李
鴻
章
の
「
洋
務
」
に
検
討
を
加
え
て
い
）
10
（
る
。

　

梁
啓
超
の
『
李
鴻
章
』
は
も
と
も
と
『
中
国
四
十
年
来
大
事
記
』
の
名
で
光
緒
二
十
七
年
（
一
九
〇
一
年
）
に
単
行
本
と
し
て
新
民
叢

報
社
（
横
浜
、
上
海
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
後
に
『
飲
冰
室
専
集
（
四
）』（
一
九
三
二
年
）
に
収
録
さ
れ
る
際
に
「
論
李
鴻
章
」
と
題
さ

れ
た
。
以
下
、『
李
鴻
章
』
に
統
一
す
る
）。
日
本
亡
命
後
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
「
多
作
」
で
あ
っ
た
梁
啓
超
に
と
っ
て

最
初
期
の
歴
史
著
作
で
あ
り
伝
記
作
品
で
あ
）
11
（
る
。『
李
鴻
章
』
は
「
序
例
」「
第
一
章　

緒
論
」「
第
二
章　

李
鴻
章
之
位
置
」「
第
三
章　

李
鴻
章
未
達
以
前
及
其
時
中
国
之
形
勢
」「
第
四
章　

兵
家
之
李
鴻
章
（
上
）」「
第
五
章　

兵
家
之
李
鴻
章
（
下
）」「
第
六
章　

洋
務
時

代
の
李
鴻
章
」「
第
七
章　

中
日
戦
争
時
代
之
李
鴻
章
」「
第
八
章　

外
交
家
之
李
鴻
章
（
上
）」「
第
九
章　

外
交
家
之
李
鴻
章
（
下
）」

「
第
十
章　

投
閑
時
代
之
李
鴻
章
」「
第
十
一
章　

李
鴻
章
之
末
路
」「
第
十
二
章　

結
論
」
の
構
成
を
と
）
12
（
る
。
李
鴻
章
が
亡
く
な
っ
て
わ

ず
か
二
ヵ
月
後
、
彼
の
死
は
当
時
、
日
本
中
国
両
国
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
反
響
が
あ
っ
た
な
か
（『
中
国
四
十
年
来
大
事
記
』
に
も
徳
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富
蘇
峰
「
李
鴻
章
」『
国
民
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
日
を
転
載
、
収
録
し
て
い
る
）、
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
お
よ
そ

五
万
五
千
字
前
後
の
小
作
で
あ
る
。
お
お
む
ね
年
代
順
に
し
た
が
っ
た
叙
述
に
な
っ
て
お
り
、
軍
事
、
政
治
、
外
交
に
わ
た
る
李
鴻
章
の

事
跡
を
丁
寧
に
追
っ
た
も
の
で
あ
り
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
の
史
実
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
の
記
述
は
後
世
の
歴
史
家
が
参
照
す
る

に
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
『
李
鴻
章
』
が
提
示
し
た
李
鴻
章
像
は
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。「
李
鴻
章
は
才
気
が
あ
る
が
学
識
の
な
い
人
物
で
、
経
験

は
豊
富
だ
が
情
熱
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
」（『
飲
冰
室
専
集
之
三
』
九
〇
頁
）
あ
る
い
は
「
不
学
無
術
で
し
き
た
り
を
破
ろ
う
と
し
な
い

の
が
そ
の
短
所
で
あ
る
。
苦
労
を
避
け
ず
誹
謗
を
恐
れ
な
い
の
が
、
そ
の
長
所
で
あ
る
」（
同
八
九
頁
）
と
い
さ
さ
か
情
緒
的
に
否
定
的

な
ト
ー
ン
の
評
価
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
こ
と
は
、
梁
啓
超
が
こ
の
『
李
鴻
章
』
を
書
い
た
動
機
と
か
か
わ
る
よ

う
に
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
記
す
史
料
は
少
な
い
。
そ
の
ほ
ぼ
唯
一
の
史
料
が
『
李
鴻
章
』
の
直
前
に
記
さ
れ
、
後
に
『
飲
冰
室

自
由
書
』
に
収
め
ら
れ
る
短
い
エ
ッ
セ
イ
「
二
十
世
紀
之
新
鬼
」（
一
九
〇
一
年
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
興
味
ぶ
か
い
李
鴻
章
像
が
語
ら
れ

て
い
る
。
世
紀
交
替
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期
、「
十
九
世
紀
」「
二
十
世
紀
」
な
ど
の
語
は
当
時
の
日
本
の
言
論
界
で
頻
出
で
あ
り
、
梁
啓

超
の
文
章
に
も
そ
れ
は
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
「
李
鴻
章
は
政
府
に
頼
っ
て
そ
の
富
を
地
位
を
保
ち
た
い
一
心
だ
け
で
あ
っ
た
。
も
し
彼
が
本
当
に
国
を
強
く
し
、
民
に
利
を
は
か
る

志
し
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
四
十
年
間
も
勲
臣
、
耆
宿
﹇
長
老
﹈
で
あ
り
な
が
ら
、
民
の
望
み
を
つ
な
ぎ
と
め
、
旧
党
に
打
ち
勝
つ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」（
同
八
九
頁
）。

　
「
李
鴻
章
は
実
に
学
識
も
な
く
、
情
熱
も
な
い
人
物
と
い
え
る
。
だ
が
、
中
国
の
よ
う
な
大
き
な
国
で
も
学
識
と
情
熱
で
李
鴻
章
よ
り

勝
っ
て
い
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
、
列
国
に
は
み
な
英
雄
が
い
た
が
、
中
国
だ
け
に
は
一
人
の
英
雄
も
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
や
む
を
え
ず
鹿
を
指
し
て
馬
と
言
っ
て
自
分
た
ち
を
慰
め
、
李
鴻
章
を
世
界
に
高
く
も
ち
あ
げ
て
い
う
。

「
こ
の
人
物
は
我
が
国
の
英
雄
だ
」
と
。
あ
あ
、
そ
れ
も
か
ろ
う
じ
て
我
が
国
の
英
雄
と
み
な
す
の
み
で
あ
り
、
ま
た
十
九
世
紀
以
前
の

英
雄
と
な
す
の
み
で
あ
る
」（
同
九
〇
頁
）。「
国
を
強
く
」
し
た
り
、「
民
の
望
み
を
つ
な
ぎ
と
め
」
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
、
学
識
も
な
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く
、
情
熱
も
な
い
人
物
、「
十
九
世
紀
以
前
の
英
雄
」
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
結
論
」
的
に
提
示
さ
れ
た
李
鴻
章
像
を
具

体
的
な
史
実
を
ま
じ
え
て
描
い
た
の
が
、『
李
鴻
章
』
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
「
第
六
章　

洋
務
時
代
之
李
鴻
章
」（
副
題
に
「
李
鴻
章

が
洋
務
に
失
敗
し
た
理
由
」）
は
、「
洋
務
」
の
語
を
用
い
て
、
李
鴻
章
の
中
国
近
代
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
そ
の
功
罪
を
は
っ
き
り
と

書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「「
洋
務
」
の
二
字
は
名
詞
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
文
の
主
人
公
に
つ
い
て
『
李
鴻
章
伝
』
を
著
す
の
に
、「
洋
務
」
の
二

字
で
彼
の
人
生
の
半
ば
の
二
十
余
年
の
事
業
を
総
括
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
李
鴻
章
が
同
時
代
の
俗
儒
た
ち
に
忌
み
嫌
わ
れ
た
の
は
洋

務
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
同
時
代
の
鄙
夫
た
ち
に
重
用
さ
れ
た
の
も
洋
務
の
た
め
で
あ
っ
た
。
私
が
彼
を
重
く
み
る
の
も
、
責
め
る
の

も
、
さ
ら
に
彼
を
惜
し
む
の
も
す
べ
て
洋
務
の
た
め
で
あ
る
」（
同
三
三
頁
）
と
す
る
。
つ
ま
り
梁
啓
超
は
李
鴻
章
を
「
洋
務
」
そ
の
も

の
で
あ
る
と
み
な
し
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
否
定
的
な
評
価
を
李
鴻
章
に
か
ぶ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
洋
務
」
の
内
容
は
、
梁
啓
超
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
つ
は
「
軍
事
」。
つ
ま
り
船
を
購
入
す
る
、
機
械
を
購
入
す
る
、
船
を

造
る
、
機
械
を
造
る
、
砲
台
を
築
く
、
船
渠
（
ド
ッ
ク
）
を
建
設
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
商
務
」
で
あ
り
、
鉄
道
、
招
商
局
、
織
布

局
、
電
報
局
、
炭
鉱
や
金
鉱
を
開
く
な
ど
（
同
三
五
頁
）。
以
上
の
二
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
失
敗
」
に
終
わ
っ
た

と
梁
啓
超
は
考
え
る
。
な
ぜ
「
失
敗
」
に
終
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
は
、
梁
啓
超
の
「
洋
務
」
像
の
根
幹
に
か
か
わ
る
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
。
梁
啓
超
自
身
、「
中
国
の
洋
務
人
士
の
な
か
で
李
鴻
章
ほ
ど
の
人
物
は
み
た
こ
と
が
な
い
」
と
も
ち
あ
げ
つ
つ
も
、「
李
鴻
章

は
真
に
洋
務
を
知
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
か
」（
三
三
頁
）
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
れ
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
李
鴻
章
が
洋
務
の
あ

る
の
を
知
り
な
が
ら
、
国
務
の
あ
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」（
三
三
頁
）
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
梁
啓
超
に
お
い
て
「
洋
務
」
の
対
義
語
が

「
国
務
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
彼
が
兵
事
を
知
っ
て
い
た
が
民
政
を
知
ら
ず
、
外
交
を
知
っ
て
い
た
が
内
政
を
知
ら
ず
、
朝
廷
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
が
国

民
が
あ
る
の
を
知
ら
ず
、
日
々
他
人
に
は
大
局
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
な
が
ら
自
分
自
身
は
大
局
を
分
か
っ
て
い
な
い
」（
四
一

頁
）
こ
と
。「
朝
廷
」
と
「
国
民
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
対
比
は
「
新
民
説
」
の
論
理
そ
の
も
の
で
あ
る
（「
新
民
説
・
論
国
家
思
想
」）。
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ま
た
「
今
日
に
お
け
る
世
界
各
国
の
競
争
は
、
国
家
に
あ
る
の
で
は
な
く
国
民
に
あ
る
」（
四
一
頁
）
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か

に
梁
啓
超
が
『
李
鴻
章
』
で
提
示
し
た
「
洋
務
」
像
は
人
口
に
檜
欠
し
、
非
常
に
影
響
力
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
梁
啓
超
思

想
の
文
脈
か
ら
「
洋
務
」
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
や
は
り
そ
こ
に
は
「
新
民
説
」
以
降
、
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
、
つ
ま
り
「
国
民
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
）」
の
論
理
が
貫
徹
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
）
13
（

る
。

　
「
新
民
説
」
と
同
じ
年
、
一
九
〇
二
年
に
書
か
れ
た
、
梁
啓
超
「
敬
告
我
同
業
諸
君
」（『
新
民
叢
報
』
第
十
七
号
、
光
緒
二
十
八
年
十

月
二
日
）
に
は
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。「
我
同
業
」
と
は
『
新
民
叢
報
』
と
「
同
業
」（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
業
）
の
「
報
館
」（
新
聞

社
）
の
関
係
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
梁
啓
超
は
言
う
。「
二
十
年
前
、
西
学
と
聞
い
て
驚
い
た
者
は
多
か
っ
た
。
変
法
を
言
う
者
が
出

る
に
及
ん
で
、
西
学
に
驚
か
ず
変
法
に
驚
く
よ
う
に
な
っ
た
。
十
年
前
、
変
法
と
問
い
て
驚
く
者
は
多
か
っ
た
。（
王
安
石
の
変
法
は
世

に
そ
し
ら
れ
、
数
百
年
来
、
変
法
の
二
字
は
き
わ
め
て
よ
ろ
し
く
な
い
名
詞
で
あ
っ
た
。
私
は
十
年
前
京
師
で
そ
の
よ
う
な
言
い
方
を
聞

い
た
よ
う
に
思
う
が
、
今
で
は
消
え
て
久
し
い
）　

民
権
を
言
う
者
が
出
る
に
及
ん
で
、
変
法
に
驚
か
ず
民
権
に
驚
く
よ
う
に
な
っ
た
。

一
、
二
年
前
、
民
権
を
聞
い
て
驚
く
者
は
多
か
っ
た
。
革
命
を
言
う
者
が
出
る
に
及
ん
で
、
民
権
に
驚
か
ず
、
革
命
に
驚
く
よ
う
に
な
っ

た
」（『
飲
冰
室
文
集
之
十
一
』
三
九
頁
）。
そ
し
て
こ
れ
ら
「
西
法
」「
変
法
」「
民
権
」「
革
命
」
は
「
国
民
を
み
ち
び
く
﹇
向
導
す
る
﹈

所
以
で
あ
る
」（
同
三
九
頁
）
と
梁
啓
超
は
言
う
。
岡
本
隆
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
洋
務
」 

↓ 

「
変
法
」 

↓ 

「
革
命
」
の
三
段

階
論
の
「
原
形
」
が
こ
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
二
点
あ
る
。
一
つ
は
、「
西
学
」 

↓ 

「
変

法
」 

↓ 

「
民
権
」 

↓ 

「
革
命
」
の
四
段
階
で
あ
る
こ
と
。「
西
学
」
が
「
洋
務
」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
「
変
法
」
と
「
革

命
」
の
間
に
「
民
権
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
民
権
」
が
一
時
期
、「
西
学
」「
変
法
」「
革
命
」
に
な

ら
ぶ
よ
う
な
論
争
的
な
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
梁
啓
超
は
一
九
〇
二
年
を
直
前
に
す
る
時
期
、
し
き
り

に
「
民
権
」
を
唱
え
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
民
権
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
十
年
に
な
る
が
、
当
局
者
は
こ
れ
を
憂
い
、
こ
れ
を
嫉に

く

み
、
こ
れ
を
畏
れ
る
こ
と
、
ま
る
で
洪
水
や
猛
獣
の
ご
と
く
で
あ
る
」（
梁
啓
超
「
立
憲
法
議
」
一
九
〇
一
年
）。「
民
権
」
の
高
唱
が
梁

啓
超
の
「
急
進
化
」
と
歩
み
を
一
に
し
て
い
）
14
（
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
当
時
「
民
権
」
反
対
に
転
じ
た
そ
の
師
康
有
為
と
の
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「
分
岐
」
を
生
じ
た
と
も
い
え
る
。「
民
権
」
は
い
わ
ば
「
急
進
化
」
す
る
梁
啓
超
を
象
徴
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
表
出
す
る
「
洋
務
」。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
国
民
を
み
ち
び
く
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。「
こ
こ
で
い
う
国
民
を
み
ち
び
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
？　

西
洋
の
学
者
が
言
う
に
は
、「
報
館
と
は
現
代
の
史
記
で
あ
る
」。
ゆ
え
に
こ
の
仕
事
を
治
め
る
者
は
史
家
の
精
神
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
史
家
の
精
神
と
は
何
か
？　

既
往
を
か
ん
が
み
、
将
来
を
示
し
、
国
民
を
進
化
の
途
へ
と
導
く
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
史
家
は
主

観
、
客
観
の
二
界
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（
巻
三
十
四
《
新
史
学
・
史
学
之
界
説
》）」（ 『
飲
冰
室
文
集
之
十
一
』
三
九
頁
）
と
同
じ

「
敬
告
我
同
業
諸
君
」
で
述
べ
る
。「
新
民
説
」
や
「
新
史
学
」
の
論
理
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
の
当
時
の
梁
啓
超
に
と
っ
て
は
「
国

民
」 

＝ 

「
新
民
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、「
民
権
」
や
「
革
命
」
は
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

も
「
洋
務
」
は
当
時
の
梁
啓
超
に
と
っ
て
「
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
く
」
べ
き
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
論
述
を
通
じ
て
、
戊
戌
政
変
（
一
八
九
八
年
）
で
中
国
を
追
わ
れ
た
「
変
法
」
派
の
梁
啓
超
が
「
変
法
」
の
前
段
階
で
あ
る

「
洋
務
」
を
「
批
判
」
す
る
意
味
で
、
梁
啓
超
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
「
洋
務
」
を
表
象
し
た
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
単
純
な
理
解
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
時
期
の
梁
啓
超
は
「
変
法
」
派
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
新
民
説
」
時
期
の
梁
啓
超
の
言
説
を
、「
中

国
」
の
「
民
族
帝
国
主
義
」（
梁
啓
超
の
造
語
）
の
「
世
界
」
へ
の
参
入
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
な
ら
）
15
（
ば
、
ま
さ
し
く
梁
啓
超
の

「
洋
務
」
と
い
う
概
念
、
そ
し
て
「
洋
務
」「
変
法
」「
革
命
」
な
る
図
式
さ
え
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。

三
、
西
洋
文
明
と
の
対
峙
と
進
化
論

　

中
国
文
明
と
西
洋
文
明
の
比
較
は
古
今
東
西
こ
れ
ま
で
数
限
り
な
く
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
や
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
そ
れ
こ
そ
論
者
の

数
だ
け
比
較
の
論
点
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
す
ぐ
思
い
つ
く
だ
け
で
も
、
例
え
ば
、
専
制
と
民
主
、
停
滞
と
進
取
、
精
神
文
明

と
機
械
文
明
、
道
徳
と
法
で
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
中
国
文
明
と
西
洋
文
明
は
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
多
面
的
な
要
素
を
有
し
て
お
り
、
ま
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た
そ
の
内
容
も
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
東
西
文
明
比
較
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
の
ご
く
一
部
の
要
素
を
取
り
出
し
て
、

分
析
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
人
々
を
納
得
さ
せ
る
妥
当
性
も
有
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
比
較
の
議
論
そ
の
も

の
に
必
然
的
に
と
も
な
う
限
界
が
存
在
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
一
方
で
は
「
西
洋
化
」
が
全
世
界
を
覆
っ
て
お
り
、
ま

た
一
方
で
は
東
西
文
明
間
の
差
異
が
減
少
し
て
文
明
の
「
均
質
化
」
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
東
西
文
明
と
い
っ
た
二
項
対
立
で

の
議
論
設
定
そ
の
も
の
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
厳
密
な
学
問
的
議
論
が
成
り
立
た
な
い
。
今
日
で
は
「
ま
と
も
な
」
研
究
者
が
取
り
上

げ
る
研
究
課
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
い
う
よ
う
な
「
文
明
の
衝
突
」
が
現
実
世
界

に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
頻
発
す
る
イ
ス
ラ
ム
に
よ
る
テ
ロ
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
予
言
」
が
あ
た
か
も
的
中
し
た

か
の
よ
う
に
見
え
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
場
合
は
、
そ
の
主
た
る
論
点
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
（
西
洋
文
明
）
と
イ
ス
ラ
ム
文
明
と
の
対

立
を
予
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
文
明
に
対
す
る
言
及
は
多
く
は
な
）
16
（
い
。
と
は
い
え
、
中
国
文
明
を
視
野
に
入
れ
た
東
西
文
明
の
比
較

論
は
今
日
の
欧
米
で
も
盛
ん
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
、
多
く
の
著
作
が
出
版
さ
れ
続
け
て
い
）
17
（
る
。
さ
て
、
近
代
中
国

で
は
一
九
一
〇
年
代
に
入
り
、
東
西
文
明
を
め
ぐ
っ
て
は
な
ば
な
し
い
論
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
）
18
（
た
。
周
知
の
通
り
、
東
西
文
化
論
争
や

科
学
と
玄
学
論
争
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
「
西
洋
の
没
落
」
論
も
こ
れ
ら
の
論
争
に
大
き
な
影
を
落
と
し

た
。

　

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
西
洋
人
の
渡
来
は
日
本
よ
り
は
や
く
、
西
洋
文
化
を
と
り
い
れ
る
に
は
日
本
よ
り

も
は
る
か
に
有
利
で
あ
っ
た
中
国
が
、
な
ぜ
近
代
化
に
お
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
の
原
因
は
、
か
つ
て
す
ぐ
れ
た
文
化
を
も
っ
て

い
た
こ
と
、
西
洋
人
は
中
国
の
文
化
を
し
た
っ
て
中
国
を
お
と
ず
れ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
か
ん
が
え
が
、
い
つ
ま
で
も
つ
づ
い
て
、
西

洋
の
近
代
化
を
み
と
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
中
国
」
と
い
う
言
葉
が
し
め
す
よ
う
に
、
中
国
は
世
界
の
中
心
、
文
化
の

本
源
と
か
ん
が
え
ら
れ
た
。
中
国
を
「
上
国
」
と
い
い
、
中
国
の
朝
廷
を
「
天
朝
」
と
よ
ば
し
め
た
。
日
本
で
も
江
戸
時
代
ま
で
は
、
そ

の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
例
が
い
く
つ
も
あ
）
19
（
る
」。
さ
ね
と
う
の
素
朴
な
表
現
は
私
た
ち
の
腑
に
落
ち
る
。
つ
ま
り
、
中
国
人
は
「
世
界
の

中
心
」「
文
明
の
本
源
」
を
自
認
し
て
お
り
、
中
国
の
文
明
を
考
え
る
際
に
世
界
秩
序
を
含
む
中
華
的
な
伝
統
と
の
格
闘
が
カ
ギ
に
な
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
歴
史
（history

）
と
価
値
（value

）
を
め
ぐ
る
レ
ベ
ン
ソ
ン
の
比
喩
が
示
唆
的
で
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お

こ
）
20
（

う
。
レ
ベ
ン
ソ
ン
が
い
う
に
は
、
こ
の
時
期
の
中
国
人
の
態
度
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
真
（true

）
で
あ
る
」
こ
と
と
「
自
己
の
も

の
（m

ine

）
で
あ
る
」
こ
と
が
共
に
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
西
洋
の
も
の
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
真
で
あ
る
」

と
は
、
そ
れ
が
普
遍
的
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、「
自
己
の
も
の
で
あ
る
」
と
は
、
そ
れ
が
中
国
に
も
と
も

と
備
わ
っ
て
い
る
（
も
し
く
は
備
わ
っ
て
い
た
）
こ
と
を
意
味
す
る
。
西
洋
の
も
の
に
つ
い
て
、
単
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
同
時
に
本
来
中
国
文
明
に
も
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
中
国
人
は
究
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ベ
ン
ソ
ン
は
そ
こ
で
「
歴
史
」（history

）
と
「
価
値
」（value

）
あ
る
い
は
「
真
な
る
も
の
」

（true

）
と
「
自
己
の
も
の
」（m

ine

）
と
い
う
、
も
の
ご
と
に
関
す
る
二
つ
の
評
価
基
準
を
設
定
し
て
い
る
。「
価
値
」
お
よ
び
「
真
な

る
も
の
」
と
は
、
あ
る
も
の
ご
と
が
普
遍
妥
当
性
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
評
価
基
準
で
あ
り
、「
歴
史
」
お
よ
び
「
自
己
の
も
の
」
と

は
、
あ
る
も
の
ご
と
が
中
国
に
備
わ
っ
て
い
る
（
備
わ
っ
て
い
た
）
か
否
か
と
い
う
評
価
基
準
で
あ
る
。
レ
ベ
ン
ソ
ン
は
、
中
国
人
が
西

洋
の
も
の
ご
と
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
評
価
基
準
を
と
も
に
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い

て
、
近
代
中
国
に
お
け
る
思
想
の
展
開
を
、
二
つ
の
評
価
基
準
の
間
の
「
緊
張
」（tension

）
と
「
折
衷
主
義
」（syncretism

）
の
推

移
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
衝
撃
の
も
と
に
成
立
し
た
「
折
衷
主
義
」
の
枠
組
が
、
新
た
な
衝
撃
を
受
け
て
崩
壊

し
、
新
た
な
「
折
衷
主
義
」
が
組
み
立
て
ら
れ
る
と
い
う
形
で
、「
折
衷
主
義
」
の
展
開
と
い
う
、
き
わ
め
て
特
異
で
限
定
さ
れ
た
視
角

か
ら
、
近
代
中
国
思
想
の
全
体
像
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
は
両
者
の
「
緊
張
」
関
係
が
熾
烈
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
東
西
文
明
間
の
「
緊
張
関
係
」
を
一
挙
に
解
決
し
た
の
は
進
化
論
の
受
容
で
あ
っ
た
。
進
化
論
は
厳
復
の
『
天
演
論
』

（
一
八
九
八
年
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
『
進
化
と
倫
理
』
の
翻
訳
）
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
、
梁
啓
超
に
よ
っ
て
通
俗
的
な
形
で
普
及
さ

れ
た
も
の
で
あ
）
21
（
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
マ
ル
ク
ス
主
義
が
普
及
す
る
以
前
、
中
国
で
も
っ
と
も
影
響
力
が
あ
っ
た
西
洋
思
想
の
一
つ
で
あ

る
と
い
え
る
。
中
国
人
に
普
及
し
た
進
化
論
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
代
表
さ
）
22
（
れ
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
で
大
き
な

影
響
力
を
も
っ
）
23
（
た
い
わ
ゆ
る
社
会
進
化
論
で
あ
っ
た
。
多
く
の
中
国
人
は
社
会
進
化
論
を
普
遍
法
則
と
み
な
し
、
歴
史
や
現
実
の
国
際
情
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勢
も
社
会
進
化
論
で
説
明
で
き
る
と
考
え
た
。
社
会
進
化
論
は
、
社
会
有
機
体
の
変
化
や
発
展
に
は
、
あ
た
か
も
生
物
有
機
体
に
お
け
る

の
と
同
様
に
進
化
の
法
則
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
進
化
の
法
則
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
一
様
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
社
会
有
機
体
の
進
化
の
パ
タ
ー
ン
も
、
本
質
的
に
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
一
様
の
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
社
会
進

化
論
の
枠
組
み
を
通
じ
て
中
国
文
明
と
西
洋
文
明
の
比
較
を
行
う
場
合
、
同
一
の
進
化
の
軌
道
上
の
遅
速
の
差
異
に
還
元
さ
れ
、
い
わ
ば

「
先
進
」
と
「
後
進
」
の
違
い
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
進
化
の
階
梯
を
「
先
に
」
進
ん
だ
ほ
う
が
、
よ
り
「
優

れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
た
と
え
ば
民
族
性
、
地
理
、
気
候
、
農
耕
、
政
治
経
済
の
差
異
の
よ
う
な
東
西
文
明
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
は
、
あ
る
文
明
が
進
み
、
あ
る
文
明
が
遅
れ
た
原
因
を
説
明
し
補
強
す
る
後
付
け
的
な
役
割
を
担
う
に
す
ぎ
な

い
。
つ
ま
り
社
会
進
化
論
の
立
場
か
ら
す
る
と
西
洋
文
明
の
ほ
う
が
中
国
文
明
よ
り
説
明
の
余
地
な
く
「
優
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
）
24
（
る
。「
全
面
的
西
洋
化
」
は
一
九
二
〇
年
代
に
胡
適
が
唱
え
た
と
さ
れ
る
が
、
事
実
上
の
「
全
面
的
西
洋
化
」
は
社
会
進
化
論
の
観
点

に
よ
る
西
洋
文
明
理
解
に
始
ま
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

な
お
明
治
日
本
に
お
い
て
も
鹿
鳴
館
に
代
表
さ
れ
る
盲
目
的
な
西
洋
文
明
崇
拝
が
あ
っ
た
。
渡
辺
浩
に
よ
れ
ば
、
明
治
日
本
の
西
洋
文

明
崇
拝
は
（
中
国
と
は
異
な
り
）
進
化
論
導
入
と
は
無
関
係
で
あ
）
25
（
る
。
進
化
論
導
入
以
前
、
福
澤
諭
吉
に
よ
る
『
西
洋
事
情
』、『
文
明
論

之
概
略
』
執
筆
当
初
か
ら
西
洋
文
明
崇
拝
の
立
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。
日
本
で
は
む
し
ろ
進
化
論
受
容
以
前
に
、
あ
の
浮
か
れ
た
よ
う
な

「
文
明
開
化
」
の
社
会
的
流
行
現
象
が
発
生
し
た
。

四
、
西
学
と
し
て
の
東
学

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
文
明
受
容
を
考
え
る
際
に
は
「
東
学
」
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。「
東
学
」
と
は
日
本
経
由
の
日
本
経
由
の

西
学
知
識
を
指
す
。
中
国
知
識
人
は
西
洋
の
学
術
、
思
想
や
制
度
な
ど
を
い
ち
早
く
西
洋
文
明
を
取
り
入
れ
た
日
本
に
お
け
る
日
本
語
の

書
籍
を
通
じ
て
学
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
東
学
」
は
西
洋
文
明
の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
以
降
、
明
治
政
府
は
法
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律
、
政
治
、
経
済
、
工
業
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
近
代
化
を
は
か
っ
て
き
た
。
教
育
界
で
い
え
ば
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六

年
）、
東
京
大
学
（
開
成
学
校
の
後
身
）
か
ら
帝
国
大
学
へ
の
改
組
が
行
わ
）
26
（

れ
、
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
が
、
日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
学
問
体
制
の
形
成
時
期
と
な
る
。
ち
ょ
う
ど
一
八
九
〇
年
代

後
半
は
中
国
人
留
学
生
、
知
識
人
の
日
本
滞
在
が
「
ブ
ー
ム
」
を
迎
え
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。
日
清
戦
争
の
敗
北
に
よ
っ
て
「
東
学
」

が
学
ぶ
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、「
東
学
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
清
廷
の
政
変
も
そ
れ
を
後
押
し
し
た
。

　

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
の
研
究
に
よ
る
と
一
八
九
八
年
三
月
、
清
国
の
留
学
生
十
三
名
が
日
本
に
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
清
国
の
留
学

生
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
総
理
衙
門
で
選
抜
試
験
を
う
け
派
遣
さ
れ
た
国
費
留
学
生
で
あ
る
。
駐
日
清
国
公
使
裕
庚
は
外
務
大

臣
（
文
部
大
臣
兼
務
）
西
園
寺
公
望
に
相
談
し
、
高
等
師
範
学
校
校
長
の
嘉
納
治
五
郎
に
こ
れ
ら
の
留
学
生
の
世
話
を
依
頼
し
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
留
学
生
は
次
第
に
増
加
し
、
一
八
九
九
年
に
は
二
百
名
、
一
九
〇
二
年
に
は
四
〜
五
百
名
と
い
わ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
は

一
千
名
、
一
九
〇
六
年
に
は
ピ
ー
ク
の
八
千
名
に
な
っ
）
27
（
た
。
一
説
に
は
一
万
ま
た
は
二
万
と
も
言
わ
れ
る
が
、
李
喜
所
は
『
学
部
官
報
』

（
光
緒
三
十
二
年
）
の
記
載
か
ら
一
万
二
、
三
千
人
と
推
計
す
）
28
（
る
。
周
知
の
通
り
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
五
年
八
月
に
東
京
で
中
国
同

盟
会
が
成
立
し
、
革
命
の
風
潮
が
高
ま
っ
た
。
日
本
政
府
は
清
朝
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
、
革
命
化
し
た
留
学

生
を
取
り
締
ま
る
「
清
国
人
ヲ
入
学
セ
シ
ム
ル
公
私
立
学
校
ニ
関
す
る
規
程
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
瑾
（
実
践
女
学
校
）、

陳
天
華
（
弘
文
学
院
）
ら
が
留
学
生
の
一
斉
帰
国
を
主
張
し
て
抗
議
し
た
。
留
学
生
数
は
一
九
〇
六
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
減
少
の
一
途
を

辿
り
、
一
九
一
〇
年
末
に
は
四
千
名
近
く
に
ま
で
減
少
し
た
と
さ
れ
）
29
（
る
。
東
京
に
は
革
命
団
体
の
ほ
か
、
亡
命
政
客
、
留
学
生
を
中
心
に

し
た
様
々
知
的
な
サ
ー
ク
ル
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
が
東
学
の
中
国
へ
の
流
入
を
促
し
た
。

　

日
本
亡
命
前
の
康
有
為
も
「
東
学
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
康
有
為
は
一
八
九
七
年
に
『
日
本
書
目
志
』
を
出
版

し
、「
東
学
」
に
関
連
す
る
書
籍
群
を
紹
介
し
て
い
る
。
従
来
こ
の
『
日
本
書
目
志
』
は
康
有
為
の
読
書
量
の
幅
広
さ
を
示
す
も
の
と
さ

れ
て
き
た
が
、
近
年
王
宝
平
に
よ
り
日
本
語
種
本
（『
東
京
書
籍
出
版
営
業
社
組
合
員
書
籍
総
目
録
』
明
治
二
十
六
年
）
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。「
東
学
」
に
関
連
す
る
書
籍
を
康
有
為
が
中
国
に
お
い
て
実
際
に
手
に
取
っ
た
可
能
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
康
有
為
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自
身
の
「
東
学
」
へ
の
関
心
は
確
か
に
存
在
し
、
何
ら
か
の
ア
ク
セ
ス
を
試
み
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。　
『
日
本
書
目
志
』

の
中
で
康
有
為
は
「
東
学
」
の
語
を
使
っ
て
は
お
ら
ず
、「
東
学
」
の
語
の
初
出
に
つ
い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら

く
、
徐
維
則
・
顧
燮
生
補
『
東
西
学
書
録
』（
一
八
九
九
年
初
版
、
一
九
〇
二
年
増
補
）
を
待
た
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
）
30
（

う
。

　

さ
て
こ
の
「
東
学
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
古
く
は
す
で
に
丸
山
昇
の
『
魯
迅
』
研
究
（
丸
山
昇
『
魯
迅
│
│
そ
の
文
学
と
革
命
』
一

九
六
五
年
な
ど
）
に
そ
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
見
る
所
、
一
九
八
〇
年
代
に
近
藤
邦
康
の
招
き
に
よ
り
東
大
で
長
期
に
わ

た
り
研
究
活
動
を
行
っ
た
湯
志
鈞
の
研
究
が
先
駆
け
で
あ
ろ
）
31
（

う
。
そ
の
後
、
長
期
の
日
本
留
学
経
験
を
も
ち
、
日
本
語
史
料
の
読
解
が
可

能
な
鄭
匡
民
に
よ
る
梁
啓
超
の
「
東
学
背
景
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
発
表
さ
れ
）
32
（

た
。
今
日
で
は
日
中
の
研
究
者
に
よ
る
こ
の
種
の
研
究
が

増
加
し
、
ま
さ
に
汗
牛
充
棟
の
感
が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
確
か
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
桑
兵
が
言
う
よ
う
に
、
近
代
中
国
の
知
識
と
制

度
を
理
解
す
る
際
の
複
雑
さ
は
「
東
学
背
景
」
を
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
あ
る
。
古
来
日
本
は
中
国
文
明
の
濃
厚
な
影
響
下
に
あ
り

「
東
学
」
と
い
っ
て
も
定
義
が
難
し
）
33
（
い
。 
清
末
新
政
で
の
「
日
本
モ
デ
ル
」
の
役
割
を
過
大
評
価
し
た
ダ
グ
ラ
ス
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
『
新

政
革
命
』
は
お
そ
ら
く
歴
史
の
一
面
を
拡
大
解
釈
し
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
）
34
（
う
。
ま
た
一
部
に
中
国
知
識
人
の
「
東
学
背
景
」
を
研
究
す

る
に
当
た
っ
て
、
単
な
る
日
本
語
種
本
の
詮
索
の
み
に
終
始
し
、
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
歴

史
研
究
の
真
の
目
的
は
「
歴
史
の
現
場
」
を
生
き
生
き
と
再
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
種
本
詮
索
の
み
で
は
「
歴
史
の
現
場
」
が
見
え
て
こ

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

五
、
概
念
史
と
い
う
視
座

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
お
よ
び
欧
米
に
お
い
て
概
念
史
を
自
称
す
る
研
究
潮
流
が
現
れ
た
。
私
も
そ
の
研
究
潮

流
や
研
究
グ
ル
ー
プ
と
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
論
文
を
発
表
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
川

尻
は
概
念
史
を
研
究
し
て
い
る
」
と
の
誤
解
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
は
概
念
史
に
対
す
る
私
の
考
え
を
述
べ
て
お
く
。
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概
念
史
と
い
え
ば
、
お
お
か
た
の
研
究
者
は
ア
ー
サ
ー
・
Ｏ
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
名
を
思
い
起
こ
す
で
あ
ろ
）
35
（

う
。
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
が
一
九
二

〇
年
代
に
提
唱
し
、
雑
誌The Journal of H

istory of Ideas, 1940 ‒

（
さ
ら
に
は
、
一
九
七
四
年
に
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
社
よ
り
刊
行
さ

れ
たThe H

istory of Ideas D
ictionary

に
引
き
継
が
れ
る
）
を
生
み
出
し
た
観
念
史
（
諸
観
念
の
歴
史
）
の
方
法
で
あ
る
。
ラ
ヴ

ジ
ョ
イ
の
意
図
は
歴
史
の
中
で
の
諸
観
念
の
伏
流
水
を
掘
り
起
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
観
念
は
基
本
的
に
は
変
化
せ
ず
に
歴
史
の
中
を
流
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
地
上
に
出
さ
な
か
っ
た
地
層
の
構
造
に
も
十
分
に
払
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
い
う
う

ら
み
が
あ
る
。
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
主
な
考
え
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
記
念
講
義
（
一
九
三
二
〜
三
三
年
）
の

「
存
在
の
大
き
な
連
鎖
│
│
あ
る
観
念
の
歴
史
の
研
究
」
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
観
念
史
と
は
哲
学
や
宗
教
が
生
み
出
し
た
観
念
が

文
学
の
中
に
薄
め
ら
れ
て
存
在
す
る
の
を
掘
り
起
す
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
）
36
（

る
。
別
言
す
れ
ば
、
大
学
の
中
で
専
門
化
・
分
業
化
に
よ
っ
て

絶
縁
状
態
に
あ
る
哲
学
と
文
学
研
究
の
橋
わ
た
し
を
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
橋
わ
た
し
と
い
っ
て
も
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
場
合
、
単
一
観
念

の
普
及
継
承
が
問
題
な
の
で
、
追
跡
は
つ
ね
に
哲
学
の
側
か
ら
の
一
方
通
行
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
が 

ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
観
念
史

の
「
弱
点
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
学
問
的
な
方
法
論
と
し
て
厳
し
い
批
判
が
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
あ
る
「
観
念
」
を
様
々
な

テ
キ
ス
ト
の
中
に
発
見
し
、「
観
念
」
の
普
及
継
承
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、「
つ
な
ぐ
」
作
業
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
思
想
研
究
に
お
い
て
最
も
肝
要
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（context

）
へ
の
洞
察
不
足
に
つ
な
が
っ
て
く
）
37
（
る
。
そ
の
結
果
、
観
念
史
の

問
題
点
と
し
て
、
変
化
の
観
点
、
す
な
わ
ち
横
の
多
様
性
、
縦
の
歴
史
性
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
観
念
史
の
問
題
点
が
意
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
概
念
史
研
究
の
「
盛
行
」
は
ラ
ヴ

ジ
ョ
イ
の
観
念
史
と
は
関
係
は
な
）
38
（
い
。
二
〇
〇
六
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
劉
建
輝
と
孫
江
に
よ
っ
て
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
│
│
近
代
日
中
学
術
概
念
の
比
較
研
究
」
と
い
う
研
究
班
が
開
か
れ
、
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。
そ

の
後
、
こ
こ
に
集
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
離
合
集
散
し
、
国
内
・
外
に
波
及
し
、
多
く
の
編
著
、
論
文
が
世
に
出
た
が
、「
概
念
」
の
「
比
較

研
究
」
に
つ
い
て
統
一
し
た
見
解
は
な
く
、
問
題
意
識
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
鈴
木
貞
美
（
日
本
文
学
）
は
「「
近

代
」
を
根
本
か
ら
問
い
返
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
、
わ
た
し
は
東
ア
ジ
ア
近
現
代
に
お
け
る
知
的
シ



（ 　 ）

愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第19号（2018）

一
六

303

ス
テ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
価
値
観
と
を
問
う
研
究
を
提
案
し
て
き
た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
そ
れ
を
受
容
し
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
、
国
家
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
知
的
シ
ス
テ
ム
と
価
値
観
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
と

比
較
し
、
そ
の
過
程
に
働
い
た
歴
史
的
諸
条
件
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
近
代
」
と
い
う
時
代
の
総
体
を
歴
史
的
に
、
そ
し
て
地

理
的
に
相
対
化
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
知
的
シ
ス
テ
ム
は
、
文
化
の
諸
制
度
を
支
え
る
学
芸
諸
ジ
ャ
ン
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
相

互
関
係
、
す
な
わ
ち
概
念
構
成
（conceptual system

）
に
端
的
に
示
さ
れ
る
。
概
念
編
制
と
い
っ
て
も
よ
い
。
シ
ス
テ
ム
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（netw

ork
）
と
考
え
て
も
よ
）
39
（

い
」
と
述
べ
、
明
治
日
本
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
の
諸
学
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
相

互
関
係
や
編
成
へ
の
学
問
的
関
心
を
強
調
し
た
。

　

中
国
人
学
者
の
孫
江
は
秘
密
結
社
の
研
究
な
ど
中
国
社
会
史
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
日
本
留
学
を
経
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
歴
史
学
へ

の
関
心
か
ら
「
新
史
学
」
の
構
築
を
目
論
む
一
環
と
し
て
概
念
史
研
究
を
手
が
け
）
40
（
る
。
現
代
思
想
の
修
辞
に
富
ん
だ
孫
江
の
論
文
は
難
解

で
あ
り
、
孫
江
の
真
意
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
諸
論
集
に
集
め
ら
れ
た
論
文
を
見
て
も
論
者
に
よ
っ
て

方
法
論
は
様
々
で
あ
り
、
統
一
が
取
れ
て
い
な
い
。
概
念
史
と
は
言
っ
て
も
そ
の
問
題
意
識
、
研
究
方
法
は
様
々
で
あ
る
。
論
者
の
学
問

的
方
法
論
は
、
国
語
学
・
語
彙
史
、
日
本
文
学
、
比
較
文
学
、
中
国
思
想
、
中
国
近
代
史
、
中
国
文
学
な
ど
様
々
で
あ
る
。
各
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
方
法
で
や
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
）
41
（
い
。
そ
の
た
め
概
念
史
の
定
義
や
方
法
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
中
国
思
想
の
現
場
を
離
れ
て
「
空

中
戦
」
的
に
行
っ
て
も
生
産
的
に
な
ら
な
い
と
感
じ
）
42
（
る
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
東
ア
ジ
ア
概
念
史
の
方
法
上
の
特
色
は
、
漢
字
語
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
漢
語
は
西
洋
由
来
の
近
代
性
（m

odernity

）
を
載
せ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
空
間
を
横
断
し
た
。
西
洋

の
諸
価
値
を
翻
訳
し
た
日
本
漢
語
は
概
念
史
へ
の
接
近
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

六
、
日
本
漢
語

　

清
末
か
ら
民
国
初
の
時
期
に
、
西
洋
の
学
術
、
制
度
、
文
化
等
に
か
か
わ
る
意
味
内
容
を
言
い
表
す
日
本
製
漢
語
が
大
量
に
中
国
に
流
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入
し
、
中
国
語
の
語
彙
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
哲
学
、
文
学
、
歴
史
、
社
会
、
憲
法
、

経
済
等
々
で
あ
る
。
西
洋
に
由
来
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
近
代
」
的
な
概
念
は
す
べ
て
日
本
製
漢
語
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中

国
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
日
本
漢
語
」
を
網
羅
的
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
実
藤
恵
秀
（『
中

国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
の
第
七
章
「
日
本
語
彙
の
中
国
語
文
へ
の
と
け
こ
み
」
等
）、
鈴
木
修
次
（『
日
本
漢

語
と
中
国
│
│
漢
字
文
化
圏
の
近
代
化
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
ら
の
古
典
的
研
究
が
あ
り
、
今
日
で
も
参
照
す
る
に
足
る
力
作

で
あ
る
。
近
年
の
日
本
で
も
沈
国
威
（『
近
代
日
中
語
彙
交
流
史
』
笠
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
荒
川
清
秀
（『
近
代
日
中
学
術
用
語
の

形
成
と
伝
播
│
│
地
理
学
用
語
を
中
心
に
』
白
帝
社
、
一
九
九
七
年
）
ら
の
着
実
な
研
究
も
あ
る
。
中
国
本
土
で
も
王
立
達
の
論
文
「
現

代
漢
語
中
従
国
語
借
来
的
詞
彙
」（『
中
国
語
文
』
一
九
五
八
年
）
を
さ
き
が
け
に
本
格
的
に
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
、
同
論
文
で
は
五
五
八

の
日
本
漢
語
の
借
用
を
紹
介
し
た
。
高
名
凱
・
劉
正
淡
『
現
代
漢
語
外
来
詞
研
究
』（
文
字
改
革
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
の
外
来
語
研

究
の
立
場
か
ら
の
先
駆
的
な
研
究
も
出
、
現
代
中
国
語
の
語
彙
の
主
要
部
分
を
な
す
一
二
六
六
以
上
の
新
造
語
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
の

四
五
九
が
日
本
漢
語
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
実
藤
の
研
究
も
じ
つ
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
イ
タ
リ
ア
人
研
究
者
マ
シ
ー
ニFederico M

asini, The Form
ation of M

odern Chinese Lexicon 
Evolution to w

ard a N
ation Language: the Period from

 1840 to 1898, Journal of Chinese Linguistics 
M
onograph Series N

o. 6, 1993, Berkeley, U
.S.A.

（
中
国
語
訳
、
馬
西
尼
『
現
代
漢
語
詞
彙
的
形
成
：
十
九
世
紀
漢
語
外
来
語

研
究
』
漢
語
大
詞
典
出
版
社
（
上
海
）、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
て
従
来
日
本
製
漢
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
の
四
分
の
一

近
く
が
、
実
は
十
九
世
紀
初
頭
に
西
洋
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
中
国
人
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
協
力
の
も
と
非
宗
教
的
な
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
の
過

程
で
漢
訳
さ
れ
た
造
語
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
日
本
人
が
「
日
本
漢
語
」
を
造
語
す
る
際
に
参
考
に
し
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

ま
だ
仮
説
の
域
を
出
な
い
し
、
実
証
面
で
も
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
学
者
か
ら
出
さ
れ
て
い
）
43
（
る
。
し
か
し
、
英
文
資
料
の
博
捜
に
基
づ
く

彼
の
議
論
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
こ
の
方
面
で
の
研
究
に
あ
ら
た
に
一
石
を
投
じ
た
意
義
は
大
き
く
、
多
く
の
反
響
を
よ
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
言
語
横
断
的
な
実
践
」
と
い
う
独
自
の
観
点
か
ら
中
国
に
お
け
る
新
語
彙
の
問
題
を
と
り
あ
げ
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た
の
が
、
リ
デ
ィ
ア
・
リ
ウ
で
あ
る
。
彼
女
は
反
響
を
よ
ん
だ
そ
の
著
『
言
語
横
断
的
実
践
』Lidia, H

. Liu, The Translingual 
Practice: Literature, N

ational Culture, and Translated M
odernity̶

China, 1900‒1937, Stanford U
niversity 

Press, 1

）
44
（

995. 

の
な
か
で
近
代
中
国
の
外
来
の
新
名
詞
と
そ
の
も
と
と
な
っ
た
外
国
の
原
語
と
の
間
は
意
味
内
容
が
そ
の
ま
ま
自
然
と
移

行
す
る
の
で
は
な
く
、
二
種
あ
る
い
は
多
種
の
言
語
・
文
明
間
の
思
想
観
念
が
互
い
に
作
用
し
あ
う
あ
る
種
の
「
実
践
」
が
介
在
す
る
と

い
う
。
外
来
の
新
名
詞
の
思
想
史
的
な
意
義
は
、
そ
の
語
彙
が
二
種
あ
る
い
は
多
種
の
言
語
・
文
明
間
で
「
互
訳
」
さ
れ
る
ま
さ
に
そ
の

過
程
に
始
ま
る
の
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
意
味
で
新
名
詞
は
比
較
思
想
史
の
研
究
対
象
に
な
り
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
言

葉
、
概
念
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
言
説
の
間
の
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
た
だ
な
か
に
分
け
入
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
。

七
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
空
間

　

東
ア
ジ
ア
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
は
、
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
が
そ
の
東
方

を
指
す
と
き
に
用
い
た
方
向
概
念
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
今
日
で
い
う
中
近
東
か
ら
東
を
漠
然
と
指
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
中

近
東
の
東
に
は
歴
史
的
に
イ
ス
ラ
ム
、
イ
ン
ド
、
中
国
等
の
文
明
圏
が
存
在
し
、
独
自
の
世
界
を
形
成
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
を
一
つ
の
実

体
あ
る
概
念
と
す
る
の
は
、「
ア
ジ
ア
」
の
側
か
ら
み
て
も
、
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
。

　

ま
た
東
ア
ジ
ア
は
こ
れ
ま
で
に
日
本
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
東
ア
ジ
ア
はEast Asia

の
訳
語
で
用
い
ら
れ
る

が
、
同
じ
くEast Asia

の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
日
本
語
に
東
亜
が
あ
る
。
東
亜
は
東
亜
細
亜
を
つ
づ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
東

亜
の
語
は
日
本
人
に
は
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
残
っ
て
お
り
、
中
立
的
な
「
ア
ジ
ア
」
の
「
東
側
」
の
意
味
と
い
う
よ
り
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
た
大
東
亜
共
栄
圏
や
大
東
亜
会
議
な
ど
を
た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
ア
ジ
ア
」
に
類

似
す
る
単
語
で
あ
る
「
亜
細
亜
」「
東
洋
」
の
三
者
の
間
に
は
と
り
か
え
不
可
能
な
大
き
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
あ
る
と
加
藤
祐
三
の
研
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究
が
示
し
て
い
）
45
（

る
。
加
藤
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
亜
細
亜
」
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
「
坤
輿
万
国
全
図
」
に
始
ま
り
、
魏
源
の
『
海
国
図

志
』
が
幕
末
に
盛
ん
に
読
ま
れ
た
こ
と
で
、「
亜
細
亜
」
は
欧
米
の
侵
略
に
対
す
る
危
機
意
識
を
示
し
た
。
明
治
後
半
以
降
、
日
本
の
世

論
は
「
亜
細
亜
」
は
「
興
亜
」
と
「
脱
亜
」
の
二
つ
に
分
岐
す
る
。「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
昭
和
初
年
以
降
か
ら
み
ら

れ
、
戦
後
一
般
化
す
る
。「
東
洋
」
は
「
西
洋
」
に
対
応
す
る
語
と
し
て
明
治
以
降
登
場
し
、
日
清
戦
争
前
あ
た
り
か
ら
す
こ
し
ず
つ
定

着
し
て
く
る
が
、
一
八
九
四
年
に
那
珂
通
世
の
提
案
で
「
東
洋
史
」
が
中
等
教
育
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
た

と
す
る
。
一
方
、「
東
亜
」
の
語
は
、
も
と
も
と
は
文
明
史
的
な
関
心
か
ら
二
十
世
紀
の
早
い
時
期
の
日
本
で
成
立
し
た
。
子
安
宣
邦
は

浜
田
耕
作
（
青
陵
）『
東
亜
文
明
の
黎
明
』（
一
九
三
九
年
。
一
九
二
九
年
に
京
都
帝
国
大
学
で
行
わ
れ
た
講
演
を
も
と
に
し
て
い
る
）
に

言
及
す
る
。
浜
田
は
「
東
亜
文
明
」
概
念
を
提
示
し
、
そ
の
「
東
亜
文
明
」
が
指
し
示
す
地
域
は
、
文
明
の
起
源
で
あ
る
中
国
と
、
そ
の

中
国
と
同
一
の
文
明
圏
を
構
成
す
る
朝
鮮
と
日
本
を
包
括
す
る
も
の
と
明
確
に
規
定
し
て
ぃ
る
。
子
安
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、「
東
亜
」

は
し
だ
い
に
帝
国
日
本
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
い
）
46
（
う
。

　

東
ア
ジ
ア
と
い
う
概
念
は
中
国
語
の
な
か
に
は
基
本
的
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
溝
口
雄
三
も
そ
の
こ
と
を
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
指

摘
し
て
い
る
。「
私
が
「
日
中
知
の
共
同
体
」（
日
中
な
ど
の
知
識
人
の
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
最
初
に
苦
労
し
た
の
が
、
彼
ら
に
は
東

ア
ジ
ア
を
媒
介
に
し
て
自
国
を
認
識
す
る
と
い
う
意
味
で
の
東
ア
ジ
ア
認
識
が
さ
っ
ぱ
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
中
国
人
の
自

国
認
識
に
は
〈
東
ア
ジ
ア
〉
が
存
在
し
な
い
と
い
う
衝
撃
で
し
）
47
（
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
孫
歌
が
指
摘
す
る
よ
う
に
中
国
人
の
間
で
は
「
ア

ジ
ア
」
と
い
う
概
念
も
希
薄
で
あ
っ
た
。「
東
亜
」
と
い
う
中
国
語
の
単
語
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
熟
し
た
概
念
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。
英
語
のEast Asia

の
直
訳
の
意
味
合
い
が
強
い
。
し
か
し
、
羽
田
正
に
よ
れ
ば
、
英
語
でEast Asia

と
い
っ
た

時
に
英
米
人
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
も
含
め
て
ア
ジ
ア
の
東
方
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
日
本
人
が
東
ア
ジ

ア
と
い
っ
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
地
域
はEast Asia

と
い
う
よ
り
は
、
英
語
で
普
通
、N

orth East Asia

と
い
わ
れ
る
地
域
と
重
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
）
48
（
る
。
な
る
ほ
ど
中
国
語
で
の
「
東
亜
」
は
、
英
語
のEast Asia

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
踏
襲
し
、
華
人
の
多
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
等
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
東
ア
ジ
ア
と
は
い
く
ら
か
ズ
レ
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が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
地
域
名
称
と
人
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
実
態
と
の
微
妙
で
複
雑
な
関
係
を
示
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
と
は
き
わ
め
て
日
本
的
な
概
念
で
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
は
確
認
で
き
よ
）
49
（

う
。

　
「
東
ア
ジ
ア
」
は
、
江
戸
末
期
以
来
一
貫
し
て
日
本
人
の
関
心
の
対
象
で
あ
っ
た
。
幕
末
の
「
開
国
」
を
迫
ら
れ
た
時
期
に
東
ア
ジ
ア

ヘ
の
関
心
が
芽
生
え
た
と
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
）
50
（

る
。
そ
こ
で
日
本
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
論
が
は
じ
め
て
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
日
清
戦

争
を
前
に
し
て
「
西
洋
」
に
対
す
る
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の
日
本
人
の
自
覚
の
高
ま
り
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
「
東
洋
史
」（
那
珂
通

世
の
発
案
）
が
成
立
し
た
と
理
解
さ
れ
）
51
（

る
。
日
本
で
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
時
々
の
現
実
的
な
情
勢
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、
継
続
し

て
東
ア
ジ
ア
ヘ
の
関
心
が
続
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
新
し
い
ア
ジ
ア
研
究
の
方
法
論
が
模
索
さ
れ
る
中
で
浜
下
武
志
は
「
朝
貢

貿
易
シ
ス
テ
ム
」
論
を
提
唱
し
、「
東
ア
ジ
ア
」
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
）
52
（

た
。
浜
下
に
よ
れ
ば
同
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
中
国

の
圧
倒
的
な
経
済
力
を
背
景
に
し
た
朝
貢
貿
易
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
モ
ノ
の
動
き
と
ヒ
ト
の
往
来
と
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
権
勢

（pow
er politics

）
と
地
勢
（geopolitics

）
と
が
角
逐
す
る
場
が
作
り
だ
さ
れ
た
。
当
該
地
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
作
り
出
し
た
の

が
、「
華
夷
変
態
」
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
地
域
と
国
家
の
関
係
は
「
華
」
と
「
夷
」
の
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
日
本
が
作
り
出
そ
う
と
し
た
「
ア
ジ
ア
」
と
は
、
中
国
が
歴
史
的
に
維
持
し
て
き
た
広
域
秩
序
（
＝
華
）
を
換
骨
奪

胎
し
、
そ
の
役
割
を
日
本
へ
と
変
換
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
と
い
）
53
（
う
。
こ
の
浜
下
の
議
論
に
対
し
て
、
日
本
国
内
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
批
判
が
あ
り
、
例
え
ば
、
岡
本
隆
司
は
「
す
こ
ぶ
る
魅
力
的
」
と
し
な
が
ら
も
「
具
体
的
な
史
実
」
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
「
方
向
提

示
」
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
）
54
（
す
。
本
野
英
一
の
批
判
は
よ
り
激
烈
で
あ
り
、「
華
人
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
空

間
的
広
が
り
ば
か
り
を
強
調
し
て
も
意
味
が
な
い
」
と
糾
弾
す
）
55
（
る
。
汪
暉
に
よ
る
詳
細
な
浜
下
理
論
の
批
判
も
あ
）
56
（
る
。
ま
た
孫
歌
に
よ
れ

ば
「
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
」
こ
と
を
企
図
し
た
浜
下
の
議
論
で
す
ら
「
日
本
」
的
な
発
想
を
ま
ぬ
か
れ
て
お
ら
ず
、
お
お
か
た
の
中
国
人

の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
）
57
（
い
。

　

そ
の
後
、「
東
ア
ジ
ア
」
を
考
え
る
上
で
無
硯
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著
作
が
出
た
。
山
室
信
一
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
で
あ
る
。
山
室
は
ま
さ
に
「
博
捜
」
と
も
い
う
べ
き
、
大
量
の
実
証
を
積
み
重
ね
、「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
場
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に
お
け
る
「
知
の
連
鎖
」
が
近
代
日
本
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
」
認
識
の
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
従
来
、
明
治
日
本
の

西
洋
に
関
す
る
学
問
が
清
末
中
国
へ
の
伝
播
を
扱
っ
た
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
梁
啓
超
の
「
東
学
」
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
日
本
か
ら
中
国
へ
の
「
一
方
通
行
」
な
思
想
の
伝
播
を
た
ど
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
山
室
の
研
究
は
そ
う

で
は
な
く
、「
知
の
連
鎖
」
に
よ
っ
て
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
場
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
想
史
的
に
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
山

室
の
著
書
は
、
あ
ま
り
に
も
大
部
で
、
膨
大
で
精
緻
な
史
料
提
示
に
幻
惑
さ
れ
て
、
著
者
の
意
図
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
澤
井
啓
一
は
「
東
ア
ジ
ア
」
を
脱
中
心
的
（
日
本
で
も
な
く
中
国
で
も
な
く
）
に
叙
述
で
き
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
つ
つ
も
、「
日
本
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
の
「
交
流
」
が
現
実
に
深
ま
る
に
つ
れ
、
日
本
の
役
割
が
低
下
し
た
こ
と
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
」
と
指
摘
す
）
58
（

る
。
緒
形
康
は
山
室
の
引
用
文
献
が
圧
倒
的
に
日
本

語
の
も
の
に
偏
っ
て
お
り
、
日
本
的
「
ア
ジ
ア
主
義
」
に
陥
る
一
歩
手
前
の
あ
る
種
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
）
59
（
る
。
あ
く
ま
で
も
「
日
本
思
想
史
」
の
側
か
ら
み
た
「
ア
ジ
ア
」
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
な
い
。
中
国
研
究
の
立
場
か

ら
み
た
場
合
、
山
室
著
の
最
大
の
欠
陥
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

も
し
か
り
に
中
国
の
側
か
ら
書
い
た
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
叙
述
が
可
能
に
な
る
の
か
興
味
が
ひ
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
真
に
「
東
ア
ジ
ア
」
か
ら
「
東
ア
ジ
ア
」
の
「
知
の
連
鎖
」
を
語
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
山
室
は
、「
本
書
を
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』
と
題
し
た
の
は
、
ア
ジ
ア
と
い
う
空
間
が
思
想
の
課
題
と
し
て
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
な
に
よ
り
も
そ
う
し
た
問
い
を
、
可
能
な
限
り
根
源
的
な
地
点
ま
で
問
い
続
け
る
こ
と
が
思
想

史
的
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
」（
ⅷ
頁
）
と
述
べ
る
。「
ア
ジ
ア
と
い
う
空
間
」
を
思
想
課
題
と
し
て
提
起

し
、
そ
れ
を
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
根
源
的
に
問
い
直
す
必
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
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小
結　

清
末
の
思
想
空
間
と
は

　

戈
公
振
の
古
典
的
研
究
『
中
国
報
学
史
』（
三
聯
書
店
、
一
九
五
五
年
）
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
清
末
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
達

を
み
た
。
宣
教
師
た
ち
は
条
約
港
を
中
心
に
新
聞
を
刊
行
し
、
そ
の
後
、
在
野
の
知
識
人
に
よ
る
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
。
戊
戌
変
法
史
で

言
及
さ
れ
る
『
強
学
報
』
や
『
時
務
報
』
な
ど
維
新
派
の
活
動
は
そ
の
流
れ
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
潘
光
哲
は
「
知
識
倉

庫
」
を
い
う
語
を
用
い
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
中
国
知
識
人
の
間
で
「
世
界
」
に
関
す
る
「
知
識
」
の
流
通
と
共
有
の
さ
ま
を
描
）
60
（

く
。

厳
復
『
天
演
論
』
の
版
本
の
流
通
を
追
っ
た
王
天
根
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
印
刷
、
出
版
、
流
通
の
一
定
程
度
の
発
展

が
見
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
）
61
（

る
。『
時
務
報
』
に
は
「
東
文
報
訳
」
と
い
う
記
事
欄
が
あ
り
、
古
城
貞
吉
（
後
に
東
洋
大
学
漢
文
学
教
授
）

が
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
新
聞
雑
誌
記
事
を
中
国
語
訳
し
て
定
期
的
に
中
国
の
読
者
に
伝
え
て
い
）
62
（
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国
で
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
発
達
に
よ
っ
て
日
中
間
に
あ
る
種
の
「
思
想
空
間
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
成
立
を
『
時
務
報
』
に
想
定
す
る
研
究
者
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

中
国
教
育
史
を
研
究
す
る
阿
部
洋
に
よ
れ
ば
、
日
清
戦
争
後
か
ら
新
政
時
期
ま
で
は
「
日
本
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
た
が
、
民
国
時
期
の
一

九
二
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
「
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル
」
へ
と
移
行
し
た
と
さ
れ
る
。
中
国
の
教
育
近
代
化
に
当
た
っ
て
近
代
化
モ
デ
ル
の
参

照
国
が
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
た
と
い
う
の
で
あ
）
63
（
る
。
王
汎
森
は
清
末
思
想
に
お
け
る
「
日
本
要
素
」
を
分
析
し
た
後
、
一
九
二
〇

年
代
に
入
る
と
ア
メ
リ
カ
留
学
組
の
存
在
感
が
増
し
た
こ
と
を
指
摘
す
）
64
（
る
。
王
は
陶
希
聖
の
語
と
し
て
、
日
本
留
学
組
を
銀
メ
ッ
キ
（
鍍

銀
派
）、
英
米
留
学
組
を
金
メ
ッ
キ
（
鍍
金
派
）
と
喩
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
）
65
（
た
。
つ
ま
り
「
日
本
要
素
」
の
衰
退
で
あ
る
。
近
代

中
国
の
知
識
や
制
度
の
傾
向
を
「
日
本
モ
デ
ル
」
や
「
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル
」
と
称
す
る
の
は
な
る
ほ
ど
分
か
り
や
す
い
比
喩
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
だ
け
で
は
「
思
想
空
間
」
を
理
解
す
る
に
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

 

汪
暉
は
『
思
想
空
間
と
し
て
の
現
代
中
国
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
の
日
本
語
版
序
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
い
ま
世

界
で
使
わ
れ
て
い
る
中
国
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
枠
は
、
中
国
を
各
種
理
論
や
方
法
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
、
受
動
的
な
客
体
と
し
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て
の
み
扱
っ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
中
国
は
真
の
意
味
で
「
思
想
空
間
」
と
な
り
え
る
だ
ろ
う
か
）
66
（

？
」。
要
す
る
に
中
国
は
外
来
の

「
各
種
理
論
や
方
法
で
説
明
」
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
「
受
動
的
な
客
体
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ

え
て
深
読
み
す
れ
ば
、
汪
暉
は
、
中
国
は
一
つ
の
「
思
想
空
間
」
で
あ
り
、「
思
想
空
間
」
と
し
て
理
解
さ
れ
分
析
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と

考
え
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
ポ
ー
ル
・
コ
ー
エ
ン
、
溝
口
雄
三
ら
が
提
起
し
た
中
国
に
対
す
る
「
内
在
的
な
理

解
」
は
如
何
に
し
て
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
葛
兆
光
が
「
中
国
史
の
中
で
「『
中
国
』
と
は
『
変
化
す
る
中
国
』
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
が
離
合
す
る
の
が
常
で
あ

る
と
い
う
事
情
か
ら
、
歴
代
王
朝
の
中
央
政
府
が
統
治
す
る
空
間
が
境
界
で
あ
り
、
そ
れ
は
常
に
変
化
し
て
き
た
」。
ま
し
て
や
こ
の

「
中
国
」
の
中
の
王
朝
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
境
界
は
常
に
歴
史
の
中
で
変
遷
、
交
錯
、
融
合
し
て
き
）
67
（

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
国

そ
の
も
の
が
歴
史
的
に
現
在
に
至
る
ま
で
ゆ
る
や
か
な
「
一
体
性
」「
一
貫
性
」
を
保
持
し
な
が
ら
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
私
は
山
室
や
汪
暉
ら
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、「
清
末
の
思
想
空
間
」
と
い
う
課
題
設
定
を
し
た
。「
清
末
の
思
想
空
間
」
の

全
域
を
調
査
し
、
そ
の
全
貌
を
語
り
つ
く
す
こ
と
は
も
と
よ
り
一
個
人
の
手
に
よ
っ
て
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
私
の
野
心
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
語
り
つ
く
さ
れ
た
分
析
の
枠
組
み
│
│
た
と
え
ば
、
西
洋
の
衝
撃
、
洋
務
・
変
法
・
革
命
、
西
洋
文
明
と
東
洋
文
明
、
西
学
・
中

学
・
東
学
、
中
国
・
日
本
な
ど
│
│
を
と
り
あ
え
ず
全
部
先
入
見
を
除
外
し
て
み
て
、
そ
こ
に
出
現
す
る
言
説
や
史
料
（
中
国
語
に
限
定

さ
れ
な
い
。
英
語
、
日
本
語
で
も
）
の
束
が
混
沌
状
態
で
立
ち
現
れ
る
さ
ま
を
摘
出
し
て
み
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

な
ど
と
い
っ
た
歴
史
を
貫
く
縦
糸
に
寄
り
か
か
る
こ
と
の
な
い
叙
述
を
目
指
し
）
68
（
た
。
そ
の
際
、
中
国
哲
学
、
中
国
近
代
史
、
日
本
思
想
、

政
治
学
、
文
学
、
西
洋
史
、
教
育
史
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
な
ど
と
い
っ
た
既
存
の
学
問
分
野
の
垣
根
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
超
え
出
た

も
の
を
意
図
し
て
い
る
。
清
末
思
想
は
「
思
想
空
間
」
と
し
て
捉
え
た
時
に
だ
け
理
解
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

注（
1
） 

佐
藤
慎
一
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
近
代
史
研
究
の
動
向
」（
小
島
晋
治
・
並
木
頼
寿
編
『
近
代
中
国
研
究
案
内
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
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年
）
八
六
頁
。

（
2
） 

日
本
語
に
よ
る
梁
啓
超
の
伝
記
的
研
究
と
し
て
は
、
狹
間
直
樹
『
梁
啓
超
│
│
東
ア
ジ
ア
文
明
史
の
転
換
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）、
陳
立

新
『
梁
啓
超
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
李
海
『
日
本
亡
命
期
の
梁
啓
超
』（
桜
美
林
大
学
北
東
ア
ジ
ア
総
合
研
究

所
、
二
〇
一
四
年
）
等
。

（
3
） 
並
木
頼
寿
「
中
国
の
近
代
史
と
歴
史
意
識
│
│
洋
務
運
動
・
曾
国
藩
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」（
小
島
晋
治
編
『
岩
波
講
座
現
代
中
国
第
四
巻　

歴

史
と
近
代
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
四
〇
頁
。

（
4
） Paul A. Cohen, D

iscovering H
istory in China: A

m
erican H

istorical W
riting on the Recent Chinese Past, N

ew
 York: 

Colum
bia U

niversity Press, 
1984. 

日
本
語
訳
は
、
ポ
ー
ル
・
コ
ー
エ
ン
『
知
の
帝
国
主
義
│
│
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
中
国
像
』（
佐
藤
慎

一
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
5
） 

「
開
港
場
」
で
の
洋
書
や
漢
訳
洋
書
が
中
国
や
日
本
の
「
近
代
」
に
与
え
た
影
響
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
、
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
劉
建
輝

「「
近
代
」
は
上
海
か
ら
や
っ
て
く
る
│
│
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
「
情
報
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
」（『
武
蔵
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二

〇
〇
〇
年
、
第
十
号
）。

（
6
） 

小
野
川
秀
美
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
）。

（
7
） 

こ
の
こ
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
表
さ
れ
、
同
じ
時
期
を
研
究
対
象
に
し
て
い
た
野
村
浩
一
『
近
代
中
国
の
政
治
と
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九

六
四
年
）
と
対
比
し
て
み
る
と
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
野
村
著
が
丸
山
真
男
の
日
本
思
想
史
研
究
の
強
い
影
響
下
に
書
か
れ
、
康
有
為
の
公
羊
学
に

荻
生
徂
徠
の
「
自
然
と
作
為
」
に
匹
敵
す
る
か
の
よ
う
な
「
近
代
性
」
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 

溝
口
中
国
学
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
貴
之
「
解
説
│
│
伝
統
中
国
の
復
権
、
そ
し
て
中
国
的
近
代
を
尋
ね
て
」（『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン

ス
Ⅱ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。
子
安
宣
邦
「
現
代
中
国
の
歴
史
的
な
弁
証
論
│
│
溝
口
雄
三
『
方
法
と
し
て
の
中
国
』『
中
国
の
衝
撃
』
を
読

む
」（
同
『
日
本
人
は
中
国
を
ど
う
語
っ
て
き
た
か
』
青
土
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
溝
口
の
「
方
法
と
し
て
の
中
国
」
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場

で
あ
る
。

（
9
） 

范
文
瀾
『
中
国
近
代
史
（
上
冊
）』（
一
九
五
五
年
）
等
。

（
10
） 

岡
本
隆
司
「「
洋
務
」・
外
交
・
李
鴻
章
」（『
現
代
中
国
研
究
』
中
国
現
代
史
研
究
会
、
第
二
十
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
11
） 

本
稿
で
の
梁
啓
超
の
文
献
の
引
用
に
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
て
お
く
。
以
下
、
梁
啓
超
の
文
章
の
引
用
は
『
飲
冰
室
合
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
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三
二
年
。
一
九
八
九
年
再
版
）
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。
梁
啓
超
の
文
章
を
集
め
た
文
集
の
類
は
、
梁
啓
超
の
存
命
中
か
ら
無
数
に
発
行
さ
れ
て
い
る

が
、『
飲
冰
室
専
集
』
と
『
飲
冰
室
文
集
』
と
並
録
し
た
『
飲
冰
室
合
集
』
は
、
現
存
の
各
版
本
の
中
で
梁
啓
超
の
文
献
を
最
も
網
羅
的
に
収
録
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
李
国
俊
『
梁
啓
超
著
述
系
年
』
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
四
頁
）。
し
か
し
『
飲
冰
室
合
集
』
と
て
十

全
な
も
の
で
は
な
い
。
李
国
俊
が
言
う
よ
う
に
、『
飲
冰
室
合
集
』
に
収
録
さ
れ
た
文
献
だ
け
で
も
九
百
万
字
あ
ま
り
で
あ
る
が
、『
飲
冰
室
合
集
』

に
未
収
録
の
も
の
は
、
そ
の
他
の
文
集
、
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
や
未
公
刊
の
書
信
の
類
、
お
よ
そ
百
万
字
近
く
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
（
同

五
頁
）。
湯
志
鈞
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
二
年
八
月
か
ら
一
九
一
一
年
四
月
十
日
、『
新
民
叢
報
』、『
政
論
』、『
国
聞
報
』
に
載
っ
た
梁
啓
超
の
文
章
を

調
査
し
た
だ
け
で
も
相
当
な
数
の
政
論
や
学
術
論
説
が
漏
れ
て
い
る
（
湯
志
鈞
「
人
物
結
集
与
近
代
報
刊
」
同
『
梁
啓
超
其
人
其
書
』
中
国
人
民
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
頁
）。
な
お
近
年
、『
飲
冰
室
合
集
』
に
未
収
録
で
梁
啓
超
の
文
章
（
と
推
定
さ
れ
る
も
の
）
を
集
め
た
も
の
に
、

夏
暁
虹
編
『『
飲
冰
室
合
集
』
集
外
文
』（
上
・
中
・
下
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
欠
の
一
部
が
補
わ
れ
た
。

（
12
） 

梁
啓
超
の
『
李
鴻
章
』
に
は
日
本
語
訳
が
存
在
す
る
。
梁
啓
超
著
（
張
美
慧
訳
）『
李
鴻
章
│
│
清
末
政
治
家
悲
劇
の
生
涯
』（
久
保
書
店
、
一
九

八
七
年
）。
訳
文
は
そ
の
ま
ま
引
用
せ
ず
、
適
宜
修
正
し
た
。

（
13
） 

狹
間
直
樹
「
新
民
説
略
論
」（
同
編
『
共
同
研
究 

梁
啓
超
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
九
年
）。

（
14
） 

『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
上
海
人
民
出
版
社
、
三
〇
一
〜
三
〇
二
頁
。
光
緒
二
十
八
年
十
一
月
、
黄
公
度
﹇
遵
憲
﹈「
新
民
師
函
丈
書
あ
て
書
簡
」。

黄
遵
憲
は
梁
啓
超
の
「
新
民
説
」
に
み
ら
れ
る
「
急
進
化
」
に
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。

（
15
） Tang Xiaobing, G
lobal Space and the N

ational D
iscourse of M

dernity: the H
istorical Thinking of Liang Q

ichao, 
Stanford U

niversity Press, 1996.

（
16
） 

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（
鈴
木
主
税
訳
）『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年
、
三
二
九
頁
。
原
書
はSam

uel P. H
untington, 

The Clash of Civilizations and the Rem
aking of W

orld O
rder, N

ew
 York: Sim

on &
 Schuster, 1996.

（
17
） 

近
作
で
も
、Ferguson, N

iall, Civilization: the W
est and the Rest, London: A. Lane, 2011. 

邦
訳
は
、
ニ
ー
ア
ル
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ

ン
著
（
仙
名
紀
訳
）『
文
明
│
│
西
洋
が
覇
権
を
と
れ
た
6
つ
の
真
因
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、Ian M

orris, W
hy the W

est Rules̶
for N

ow
: the Patterns of H

istory, and W
hat They Reveal about the Future, N

ew
 York: Farrar, Straus and G

iroux, 2010.

邦
訳
は
、
イ
ア
ン
・
モ
リ
ス
著
（
北
川
知
子
訳
）『
人
類
五
万
年
文
明
の
興
亡
│
│
な
ぜ
西
洋
が
世
界
を
支
配
し
て
い
る
の
か
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇

一
四
年
）。
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（
18
） 

陳
菘
編
『
五
四
前
後
東
西
文
化
問
題
論
文
選
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）。

（
19
） 

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
二
四
〜
二
五
頁
。

（
20
） Joseph R. Levenson, Confucian China and its m

odern fate: the problem
 of intellectual continuity, London: Routledge 

and Kegan Paul, 
1958. 

佐
藤
慎
一
の
紹
介
を
参
照
し
た
。
佐
藤
慎
一
『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
文
明
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）

七
二
頁
、
二
〇
八
頁
。

（
21
） 

中
国
に
お
け
る
進
化
論
に
つ
い
て
は
、
坂
元
ひ
ろ
子
『
中
国
民
族
主
義
の
神
話
│
│
人
種
・
身
体
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
22
） 

た
だ
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
自
身
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
理
論
を
そ
の
ま
ま
社
会
現
象
に
適
用
し
た
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
（social D

arw
inism

）
を
唱
え

た
わ
け
で
は
な
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
物
理
的
、
有
機
的
、
社
会
的
一
切
の
現
象
を
統
合
し
説
明
す
る
単
一
原
理
と
し
て
進
化
論
を
提
示
し
よ
う
と

し
た
と
さ
れ
る
。
山
下
重
一
『
ス
ペ
ン
サ
ー
と
日
本
近
代
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
）
四
七
頁
。

（
23
） 

Ｒ
・
ホ
フ
ス
タ
タ
ー
（
後
藤
昭
次
訳
）『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
進
化
思
想
』（
研
究
社
、
一
九
七
三
年
）
五
頁
。Richard H

ofstadter, Social 
D
arw
inism

 in A
m
erican thought, 1860 ‒1915, Philadelphia, Penn,: U

niv. of Pennsylvania Press, 1944.

（
24
） 

佐
藤
慎
一
「
進
化
と
文
明
│
│
近
代
中
国
に
お
け
る
東
西
文
明
比
較
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
』
第
七
十
五
号
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
、
一
九
九
五
年
）
一
二
九
頁
。

（
25
） 

渡
辺
浩
『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と
思
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
二
二
〇
〜
二
二
一
頁
。

（
26
） 

中
山
茂
『
帝
国
大
学
の
誕
生
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
八
年
）。

（
27
） 

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
一
五
頁
。

（
28
） 

李
喜
所
「
清
末
留
日
学
生
小
考
」（
同
『
中
国
留
学
史
論
稿
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
一
頁
。

（
29
） 

小
島
淑
男
『
留
日
学
生
の
辛
亥
革
命
』（
青
木
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
七
頁
。

（
30
） 

村
田
雄
二
郎
「
康
有
為
と
「
東
学
」
│
│
『
日
本
書
目
志
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
孔
祥
吉
・
村
田
雄
二
郎
『
清
末
中
国
と
日
本
│
│
宮
廷
・
変
法
・

革
命
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
二
七
三
頁
。

（
31
） 

湯
志
鈞
（
兒
野
道
子
訳
）『
近
代
中
国
の
革
命
思
想
と
日
本
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）、
湯
志
鈞
・
近
藤
邦
康
『
中
国
近
代
の
思
想

家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）。

（
32
） 

鄭
匡
民
『
梁
啓
超
啓
蒙
思
想
的
東
学
背
景
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
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（
33
） 

桑
兵
「
辛
亥
時
期
的
変
政
与
日
本
」（
同
『
交
流
与
対
抗
│
│
近
代
日
中
関
係
史
論
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
二
〇
頁
。

（
34
） D

ouglas R. Reynolds, China, 1898‒1912: the Xinzheng Revolution and Japan, Cam
bridge, M

ass.: Council on East 
Asian Studies, H

arvard U
niversity, 1993.

（
35
） 
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
の
観
念
史
研
究
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
水
田
洋
『
思
想
の
国
際
転
位
│
│
比
較
思
想
史
的
研
究
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

〇
年
）「
序
章　

旅
を
す
る
思
想
」
か
ら
示
唆
を
得
て
い
る
。

（
36
） 

ア
ー
サ
ー
・
Ｏ
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
（
内
藤
健
二
訳
）『
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
』
晶
文
社
、
一
九
七
五
年
、
二
四
頁
。Arthur O

. Lovejoy, The 
G
reat Chain of Being: A

 Study of the H
istory of an Idea: the W

illiam
 Jam

es lectures delivered at H
arvard U

niversity, 
1933, Cam

bridge, M
ass.: H

arvard U
niversity Press, 1936.

（
37
） 

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
思
想
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
重
視
す
る
の
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
の
政

治
思
想
史
方
法
論
で
あ
っ
た
。
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
（
半
澤
孝
麿
・
加
藤
節
編
訳
）『
思
想
史
と
は
な
に
か
│
│ 

意
味
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。Jam

es Tully ed, M
eaning and Context: Q

uentin Skinner and his Critics, Cam
bridge: Polity, 

1988.

（
38
） 

ド
イ
ツ
概
念
史
の
研
究
で
知
ら
れ
る
コ
ザ
レ
ッ
ク
著
作
の
英
訳
刊
行
が
、
英
語
圏
で
の
概
念
史
研
究
の
ひ
と
つ
の
契
機
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

Reinhart Koselleck; translated by Todd Sam
uel Presner; forew

ord by H
ayden W

hite, The Practice of Conceptual H
istory: 

Tim
ing H

istory, Spacing Concepts, Stanford, Calif.:  Stanford U
niversity Press, 2002.

（
39
） 

鈴
木
貞
美
「
東
ア
ジ
ア
近
代
の
知
的
シ
ス
テ
ム
を
問
い
直
す
」（
孫
江
・
劉
建
輝
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書

店
、
二
〇
一
四
年
）
四
頁
。

（
40
） 

孫
江
「
近
代
知
識
亟
需
“
考
古
”
│
│
我
們
為
什
麼
提
唱
概
念
史
研
究
？
」（『
中
華
読
書
報
』
二
〇
〇
八
年
九
月
八
日
）、
孫
江
「
語
言
学
転
変

之
後
的
中
国
新
史
学
」（
同
『
新
史
学
│
│
概
念
・
文
本
・
方
法
』
第
二
巻
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）、
孫
江
「
概
念
、
概
念
史
与
中
国
語
境
」

（
同
『
概
念
史
研
究
』
第
一
輯
、
三
聯
書
店
、
二
〇
一
三
年
）。

（
41
） 

唯
一
概
念
史
研
究
の
方
法
論
に
自
覚
的
な
の
は
、
在
独
の
中
国
人
学
者
で
あ
っ
た
方
維
規
で
あ
る
。
方
維
規
「
歴
史
語
義
学
与
概
念
史
│
│
関
於

定
義
与
方
法
以
及
相
関
問
題
的
若
干
思
考
」
馮
天
瑜
等
主
編
『
語
義
的
文
化
変
遷
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
方
維
規
「
概
念
史
研
究

方
法
要
旨
│
│
兼
談
中
国
研
究
中
存
在
的
問
題
」（
黄
興
濤
主
編
『
新
史
学
│
│
文
化
史
研
究
的
再
出
発
』
第
三
巻
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）。
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（
42
） 

賀
照
田
「
橘
逾
淮
而
為
枳
？
│
│
警
愓
把
概
念
史
研
究
引
入
中
国
近
代
史
」（『
中
華
読
書
報
』
二
〇
〇
八
年
九
月
八
日
）。
概
念
史
研
究
の
論
点

と
問
題
点
を
公
平
な
立
場
か
ら
簡
潔
に
指
摘
し
た
。

（
43
） 

例
え
ば
、
黄
興
濤
「
近
代
中
国
漢
語
外
来
詞
語
的
最
新
研
究
│
│
評
馬
西
尼
『
現
代
漢
語
詞
彙
的
形
成
』」（
同
『
文
化
史
的
視
野
│
│
黄
興
濤
自

選
集
』
福
建
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
44
） 
部
分
訳
だ
が
、
日
本
語
訳
と
し
て
宮
川
康
子
訳
「
言
語
横
断
的
実
践
・
序
説
」（
上
・
下
）（『
思
想
』
岩
波
書
店
、
八
八
九
号
、
九
〇
〇
号
、
一

九
九
九
年
五
月
、
六
月
）
が
あ
る
。

（
45
） 

加
藤
祐
三
「
解
説
」（『
飯
塚
浩
二
著
作
集
二
』
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）。

（
46
） 

子
安
宣
邦
「
昭
和
日
本
と
「
東
亜
」
の
概
念
」（
同
『「
ア
ジ
ア
」
は
ど
う
語
ら
れ
て
き
た
の
か
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
47
） 

溝
口
雄
三
・
丸
川
哲
史
「
日
本
人
に
と
っ
て
中
国
研
究
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」（
孫
歌
・
陳
光
興
・
白
永
瑞
編
『
ポ
ス
ト
〈
東
ア
ジ
ア
〉』
作
品

社
、
二
〇
〇
六
年
）
九
一
頁
。

（
48
） 

羽
田
正
「「
西
ア
ジ
ア
」
の
地
域
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」（
貴
志
俊
彦
・
荒
野
泰
典
・
小
風
秀
雅
編
『「
東
ア
ジ
ア
」
の
時
代
性
』
渓
水
社
、

二
〇
〇
五
年
）
一
七
一
頁
。

（
49
） 

地
域
名
称
の
も
つ
「
政
治
性
」
に
つ
い
て
は
、「
満
鮮
」「
満
洲
」「
満
蒙
」「
蒙
彊
」「
東
亜
」「
大
東
亜
」
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
、
中
見
立
夫

「
地
域
概
念
の
政
治
性
」（『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
﹇
1
﹈
交
錯
す
る
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
が
示
唆
に
富
む
。

（
50
） 

荒
野
泰
典
は
、
す
こ
し
時
期
を
早
め
て
十
七
〜
十
八
世
紀
の
交
替
期
に
日
本
人
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
拠
り
所
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
」

が
「
発
見
」
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
近
代
以
降
に
な
る
と
日
本
の
「
生
命
線
」
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
」
が
語
ら
れ
る
、
と
い
う
大
胆
な
見
取
り

図
を
提
示
す
る
。
荒
野
泰
典
「
近
世
日
本
に
お
け
る
「
東
ア
ジ
ア
」
の
「
発
見
」」（
貴
志
俊
彦
・
荒
野
泰
典
・
小
風
秀
雄
編
『「
東
ア
ジ
ア
」
の
時

代
性
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
51
） 

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
田
中
正
美
「
那
珂
通
世
」（
江
上
波
夫
編
『
東
洋
学
の
系
譜
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
二
年
）。
中
国
史
で
は
な
く
、
実
は
元

代
史
の
専
門
家
で
あ
る
那
珂
通
世
の
「
東
洋
史
」
概
念
は
独
特
で
、
一
個
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
吉
澤
誠
一
郎
「
東
洋
史
学
の
形
成
と
中
国
」（『「
帝

国
日
本
」
の
学
知
﹇
3
﹈
東
洋
學
の
磁
場
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
52
） 

浜
下
武
志
『
近
代
中
国
の
国
際
的
契
機
│
│
朝
貢
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
近
代
ア
ジ
ア
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）、
浜
下
武
志
「
序 

地

域
研
究
と
ア
ジ
ア
」（
溝
口
雄
三
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
﹇
2
﹈
地
域
シ
ス
テ
ム
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）。
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（
53
） 

茂
木
敏
夫
『
変
容
す
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
54
） 

岡
本
隆
司
『
近
代
中
国
と
海
関
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
四
〜
六
頁
、
四
七
六
〜
四
八
〇
頁
。

（
55
） 

本
野
英
一
「
ア
ジ
ア
史
研
究
者
か
ら
の
三
つ
の
質
問
」（
川
勝
平
太
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
向
け
て
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
56
） 
汪
暉
「
亜
洲
想
像
的
譜
系
」（
同
『
現
代
中
国
思
想
的
興
起
』（
下
巻
、
第
二
部
）
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。
邦
訳
（
劉
正
愛
訳
）「
新
し
い

「
ア
ジ
ア
想
像
」
の
歴
史
的
條
件
」（『
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
Ⅰ
近
代
世
界
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
57
） 

孫
歌
「
ア
ジ
ア
を
語
る
こ
と
│
│
そ
の
ジ
レ
ン
マ
」（
同
『
ア
ジ
ア
を
語
る
こ
と
の
ジ
レ
ン
マ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
一
九
二
頁
。

（
58
） 

澤
井
啓
一
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
た
ら
し
め
る
た
め
に
」（『
中
国
│
│
社
会
と
文
化
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
一
一

頁
。
同
号
は
「
東
ア
ジ
ア
を
い
ま
再
考
す
る
こ
と
」
特
集
号
。

（
59
） 

緒
形
康
「『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
』
を
読
む
」（『
中
国
│
│
社
会
と
文
化
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
一
六
〜
一
七
頁
。

（
60
） 

潘
光
哲
『
晩
清
士
人
的
西
学
閲
読
史
（
一
八
三
三
〜
一
八
九
八
）』（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）。

（
61
） 

王
天
根
『『
天
演
論
』
伝
播
与
清
末
民
初
的
社
会
動
員
』（
合
肥
工
業
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
62
） 

竹
内
弘
行
「『
時
務
報
』
東
文
訳
報
の
考
察
│
│
古
城
貞
吉
が
伝
え
た
欧
米
・
日
本
・
中
国
の
状
況
と
思
想
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』

第
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
63
） 

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』（
福
村
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
二
二
一
頁
。 

（
64
） 

王
汎
森
「“
思
想
資
源
”
与
“
概
念
工
具
”
│
│
戊
戌
前
後
的
幾
種
日
本
要
素
」（
同
『
中
国
近
代
思
想
与
学
術
的
系
譜
』
河
北
教
育
出
版
社
、
二

〇
〇
一
年
）
一
六
四
頁
。

（
65
） 

陶
希
聖
『
潮
流
与
点
滴
』（
台
北
：
伝
記
文
学
、
一
九
六
四
年
）
六
四
頁
。

（
66
） 

汪
暉
（
村
田
雄
二
郎
・
砂
山
幸
雄
・
小
野
寺
史
郎
訳
）『
思
想
空
間
と
し
て
の
現
代
中
国
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
ⅴ
頁
。

（
67
） 

葛
兆
光
『
中
国
再
考
│
│
そ
の
領
域
・
民
族
・
文
化
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
68
） 

清
末
思
想
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
小
野
寺
史
郎
『
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

│
│
民
族
と
愛
国
の
近
代
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
）。
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